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市内各地で桜が咲く季節になりました。
春の訪れを感じながら新たな一年をスタートしませんか。

春
の
訪
れ
を
感
じ
て
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　着実に前進…………………………4ｰ5面
●住んでよかった
　住み続けたい街をつくるために……8ｰ9面
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今週号の紙面から



４
月
か
ら
行
政
組
織
の
一
部
を
改
正

00 …エコボポイント対象（数字はポイント数）  ●これまでの「広報いちかわ」が市公式Ｗｅｂサイト・検索 広報　　　（http://www.city.ichikawa.lg.jp/pla04/1111000009.html）でご覧になれます。

登
録
料
１
，０
０
０
円
、年
間
受
講
料

（
１
講
座
あ
た
り
）３
０
，０
０
０
円

☎
３
３
２・０
１
０
０
市
川
市
国
際

交
流
協
会
、☎
３
０
０・８
０
５
１
国

際
交
流
課
、韓
国
語
に
つ
い
て
☎

３
７
３・３
８
３
４
多
文
化
共
生
市
民

の
会

♦
♦
♦

国
民
健
康
保
険
税

２
割
、５
割
軽
減
の
対
象
者
を
拡
大

保
険
税
の
均
等
割
と
平
等
割
の
軽

減
対
象
世
帯
が
拡
大
さ
れ
ま
し
た
。

今
回
拡
大
さ
れ
た
の
は
５
割
軽
減
と

２
割
軽
減
で
、平
成
26
年
度
か
ら
適

用
さ
れ
ま
す
。今
回
の
改
正
に
よ
り
、

３
人
世
帯
の
給
与
所
得
者
で
、給
与

収
入
が
１
７
８
万
円
以
下
の
世
帯

（
改
正
前
１
４
７
万
円
）が
５
割
軽
減
、

給
与
収
入
２
６
６
万
円
以
下
の
世
帯

（
改
正
前
２
２
３
万
円
）が
２
割
軽
減

の
対
象
と
な
り
ま
す
。

○
５
割
軽
減

２
人
世
帯
以
上
が
対
象
で
あ
っ
た
が
、

単
身
世
帯
に
つ
い
て
も
対
象
と
し
、

所
得
基
準
額
を
引
き
上
げ
ま
す
。

改
正
後
33
万
円
＋
２
４
．５
万
円
×

被
保
険
者
数

改
正
前
33
万
円
＋
２
４
．５
万
円
×

（
世
帯
主
を
除
く
被
保
険
者
数
）

○
２
割
軽
減

所
得
基
準
額
を
引
き
上
げ
ま
す
。

改
正
後
33
万
円
＋
45
万
円
×
被
保

険
者
数

改
正
前
33
万
円
＋
35
万
円
×
被
保

険
者
数

☎
７
０
４・０
０
１
１
国
民
健
康
保

険
課
保
険
税
担
当

♦
♦
♦

遺
児
手
当
制
度
に
つ
い
て

遺
児（
両
親
あ
る
い
は
ど
ち
ら
か
が
、

事
故
や
病
気
に
よ
り
死
亡
、１
年
以

上
の
生
死
不
明
、災
害
に
よ
っ
て
１・

２
級
程
度
の
障
害
の
状
況
に
あ
る
）

と
同
居
し
養
育
し
て
い
る
保
護
者
の

方
を
対
象
に
、遺
児
手
当
を
支
給
し

て
い
ま
す
。た
だ
し
所
得
制
限
が
あ

り
ま
す
。現
在
遺
児
手
当
を
受
給
さ

れ
て
い
る
方
は
、現
況
届
の
提
出
が

必
要
で
す
。

手
当
月
額 

乳
幼
児
６
，０
０
０
円
、

小
学
生
７
，０
０
０
円
、中
学
生
８
，

０
０
０
円

☎
３
３
４・１
１
７
８
こ
ど
も
福
祉
課

♦
♦
♦

外
国
語
を
学
ぼ
う

海
外
交
流
都
市
を
身
近
に
感
じ
て

も
ら
え
る
よ
う
、外
国
語
教
室
を
開

催
し
て
い
ま
す
。中
国
語
、韓
国
語
の

他
、パ
ー
ト
ナ
ー
シ
テ
ィ
の
語
学
教
室

（
ド
イ
ツ
語
、フ
ラ
ン
ス
語
）も
あ
り
ま

す
。詳
し
く
は
市
川
市
国
際
交
流
協

会
に
お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

中
国
語
＝
４
月
15
日（
火
）・５

月
13
日（
火
）、い
ず
れ
も
午
後
４
時

～
６
時
／
八
幡
市
民
談
話
室
※
６

月
以
降
は
、原
則
毎
月
第
２
火
曜
日

の
午
後
。韓
国
語（
入
門
Ⅰ
、入
門
Ⅱ
、

初
級
、中
級
）＝
４
月
９
日（
水
）～
平

成
27
年
３
月
31
日（
火
）の
毎
週
水・

木
曜
日
午
後
６
時
～
８
時
50
分
／

１
講
座
80
分
※
講
座
ご
と
に
曜
日

と
開
始
時
間
が
異
な
り
ま
す
／
ア

イ・リ
ン
ク
ル
ー
ム

中
国
語
＝
５
０
０
円
、韓
国
語
＝

税
相
談
を
受
け
付
け
ま
す
。

○
日
曜
日
窓
口
＝
４
月
27
日
、午
前

10
時
〜
午
後
３
時
／
開
設
場
所
＝

納
税・債
権
管
理
課
☎
３
３
４・ 

１
１
２
２
、
国
民
健
康
保
険
課
☎

７
０
４・０
０
１
１

○
水
曜
日
夜
間
窓
口
＝
毎
週
水
曜
日

（
祝
日
を
除
く
）午
後
５
時
～
８
時
／

開
設
場
所
＝

納
税・債
権
管
理
課

☎
３
３
４・１
１
２
２
、
税
務
課
☎

３
５
９・１
１
１
５
、
国
民
健
康
保

険
課
☎
７
０
４・０
０
１
１

（
納
税・債
権
管
理
課
）

♦
♦
♦

４
月・５
月
の
無
料
耐
震
相
談
会

木
造
戸
建
住
宅
の
耐
震
診
断
、補

強
方
法
に
つ
い
て
、専
門
の
建
築
士

な
ど
が
相
談
に
応
じ
ま
す
。相
談
は

１
人
１
時
間
程
度
。

４
月
19
日（
土
）、24
日（
木
）、５
月

８
日（
木
）、24
日（
土
）、29
日（
木
）、い

ず
れ
も
午
前
10
時
～
午
後
４
時

中
央
公
民
館
※
５
月
24
日（
土
）

の
み
市
民
会
館

各
５
人
ま
で

相
談
会
開
設
日
の
４
日
前
ま
で

に
☎
７
０
４・０
２
７
４
建
築
指
導
課

♦
♦
♦

40
歳
未
満
の
国
民
健
康
保
険
加
入
者
に

短
期
人
間
ド
ッ
ク
費
用
を
助
成

補
助
額 

保
険
税
を
完
納
し
て
い
る

方
は
７
割
、保
険
税
の
徴
収
猶
予
を

受
け
て
い
る
方・保
険
税
の
分
割
納

付
を
誓
約
ど
お
り
履
行
し
て
い
る
方

は
３
割国民

健
康
保
険
に
６
カ
月
以
上

加
入
し
て
い
る
40
歳
未
満
の
方（
昭

和
50
年
３
月
31
日
以
前
に
生
ま
れ

た
方
は
、特
定
健
康
診
査
を
受
診
）

４
月
14
日（
月
）～
平
成
27
年
１

月
30
日（
金
）に
、
国
民
健
康
保
険

課・

福
祉
課・大
柏
出
張
所
の
い
ず

れ
か
に
保
険
証
を
持
参
。

☎
３
３
４・１
４
９
７
国
民
健
康
保

険
課
資
格
給
付
担
当

♦
♦
♦

ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
へ
の

一般
ご
み
の
持
ち
込
み
料
金
を
変
更

４
月
１
日
よ
り
、一
般
ご
み
の
持
ち
込

み
料
金
が
変
わ
り
ま
し
た
。

10
キ
ロ
グ
ラ
ム
に
つ
き
２
１
６
円

受
け
入
れ
日 

月
～
土
曜
日（
日
曜

日・祝
日
及
び
年
末
年
始
を
除
く
）の

午
後
１
時
～
４
時
※
４・５
月
は
混

雑
が
予
想
さ
れ
ま
す
。時
間
に
余
裕

を
も
っ
て
お
越
し
く
だ
さ
い
。

☎
３
２
８・２
３
２
６
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

険
料
の
納
付
が
猶
予
さ
れ
る「
学
生

納
付
特
例
制
度
」が
設
け
ら
れ
て
い
ま

す
。未
納
の
場
合
、病
気
や
ケ
ガ
で
重

い
障
害
が
残
っ
た
時
に
障
害
基
礎
年

金
が
受
け
取
れ
な
い
こ
と
が
あ
り
ま

す
。納
付
が
困
難
な
場
合
は
、毎
年

必
ず
学
生
納
付
特
例
を
申
請
し
て

く
だ
さ
い
。た
だ
し
、承
認
を
受
け
た

期
間
は
、将
来
の
老
齢
基
礎
年
金
の

年
金
額
の
計
算
に
は
含
ま
れ
ま
せ
ん
。

将
来
の
年
金
額
を
減
ら
さ
な
い
た
め

に
、承
認
後
10
年
以
内
は
保
険
料
を

遡
っ
て
納
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

☎
３
３
４・１
１
２
７
国
民
年
金
課

♦
♦
♦

私
道
整
備
の
新
要
綱
を
制
定

市
が
工
事
を
行
い
整
備
す
る
、こ
れ

ま
で
の
私
道
整
備
要
綱
を
見
直
し
、

「
市
川
市
私
道
整
備
事
業
助
成
金

交
付
要
綱
」を
４
月
１
日
に
制
定
し

ま
し
た
。申
請
手
続
き・対
象
要
件
の

緩
和
や
助
成
率
な
ど
が
変
更
に
な
り

ま
し
た
の
で
、詳
し
く
は
、お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

☎
３
３
４・１
４
７
４
道
路
安
全
課

♦
♦
♦

日
曜
日・水
曜
日
夜
間
の

納
税
相
談
窓
口
開
設

市
税
及
び
国
民
健
康
保
険
税
の
納

後
４
時第

１
委
員
会
室

先
着
30
人

☎
０
４
３・２
２
２・５
７
９
５（
公

社
）千
葉
県
不
動
産
鑑
定
士
協
会

（
管
財
課
）

♦
♦
♦

国
民
健
康
保
険
証
の

負
担
割
合
の
見
直
し

70
〜
74
歳
の
方
の
負
担
割
合
を
２
割

か
ら
１
割
負
担
に
し
て
い
る
特
例
措

置
が
平
成
26
年
度
か
ら
見
直
さ
れ
ま

す
。４
月
２
日
以
降
に
70
歳
の
誕
生

日
を
迎
え
る
方
か
ら
段
階
的
に
実
施

さ
れ
ま
す
。70
歳
の
誕
生
月
の
翌
月

（
た
だ
し
、各
月
１
日
が
誕
生
日
の
方

は
そ
の
月
）の
診
療
か
ら
、窓
口
負
担

が
２
割
に
な
り
ま
す
。４
月
１
日
ま
で

に
70
歳
の
誕
生
日
を
迎
え
た
１
割
負

担
の
方
に
つ
い
て
は
、平
成
26
年
４
月

以
降
も
窓
口
負
担
は
１
割
の
ま
ま
変

わ
り
ま
せ
ん
。

☎
３
３
４・１
４
９
７
国
民
健
康
保

険
課
資
格
給
付
担
当

♦
♦
♦

国
民
年
金
の
学
生
納
付
特
例

制
度
を
ご
存
知
で
す
か

国
民
年
金
は
20
歳
に
な
る
と
加
入
が

義
務
づ
け
ら
れ
ま
す
が
、学
生
に
は
保

 

お
知
ら
せ

♦
♦
♦

平
成
26
年
市
議
会
定
例
会
開
会
予
定
日

６
月
定
例
会
＝
６
月
６
日（
金
）

９
月
定
例
会
＝
９
月
５
日（
金
）

12
月
定
例
会
＝
11
月
28
日（
金
）

※
事
情
に
よ
り
変
更
さ
れ
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。　　
　
　
　

 （
総
務
課
）

♦
♦
♦

傍
聴
し
よ
う〈
希
望
者
は
直
接
会
場
へ
〉

◆
農
業
委
員
会

４
月
21
日（
月
）午
後
１
時
30
分
／

第
１
委
員
会
室

（
同
事
務
局
）

◆
環
境
審
議
会

４
月
22
日（
火
）午
後
２
時
～
４
時
30

分
／

第
２
委
員
会
室
／
先
着
５
人

（
環
境
政
策
課
）

◆
市
政
戦
略
会
議

４
月
25
日（
金
）午
後
４
時
～
６
時
／

第
５
委
員
会
室

※
入
室
は
会
議
公
開
の
手
続
き
後
。

（
行
財
政
改
革
推
進
課
）

♦
♦
♦

不
動
産
無
料
相
談
会

千
葉
県
不
動
産
鑑
定
士
協
会
所
属

の
鑑
定
士
が
相
談
に
応
じ
ま
す
。

４
月
11
日（
金
）午
前
10
時
～
午

欠真間１丁目（缶・ビン）···4/15、5/20
香取１丁目（紙・布）······4/14、5/12
　　〃　（缶・ビン）·······4/14・28、5/12・26
行徳ハイムサルビア（缶・ビン）··毎週火曜日※
塩焼５丁目かもめ（紙・布）···4/17、5/15
　　〃　（缶・ビン）·······4/17、5/1・15
島尻（紙・布）·················4/28、5/26
　〃　（缶・ビン）···········4/14・28、5/12・26
新田１丁目（紙・布）······4/12、5/10
　　〃　 （缶・ビン）······4/8・22、5/13・27
新田４丁目（紙・布）······4/21、5/19
　　〃　 （缶・ビン）······4/7・21、5/19
末広（紙・布）·················4/19、5/17

菅野西（缶・ビン）··········4/8・22、5/13・27
菅野2丁目（紙・布）······4/28、5/26
　　　〃　 　（缶・ビン）····4/14・28、5/12・26
須和田１丁目（缶・ビン）····4/15、5/20
須和田第２（紙・布）·····4/16、5/21
曽谷第６（缶・ビン）·······毎週土曜日※
宝２丁目イルカ（紙・布）···5/1
　   〃　   （缶・ビン）···4/17、5/1・15
根古屋（紙・布）············4/22、5/27
　〃　（缶・ビン）···········4/8・22、5/13・27
東菅野さくら（紙・布）····4/19、5/17
　　〃　　（缶・ビン）····4/11・25、5/9・23
平川（紙・布）·················4/25、5/23

平川（缶・ビン）··············4/11・25、5/9・23
福栄かもめ（紙・布）·····4/6・20、5/4・18
富美浜（紙・布）············4/20、5/18
美里苑（紙・布）············4/5、5/3
　〃 　（缶・ビン）··········4/15、5/20
湊新田（紙・布）············4/18、5/16

【ＰＴＡ】
大和田小学校（紙・布）····4/19、5/24
鬼高小学校（紙・布）····4/5
塩浜小学校（紙・布）···4/5・19、5/3・17
　　〃　 （缶・ビン）···毎週金曜日※
信篤小学校（紙・布）····4/17、5/15
　　〃　  （缶・ビン）····4/14、5/12

稲荷木小学校（缶・ビン）····4/9・23、5/14・28
中国分小学校（紙類）····4/18
新浜小学校（紙・布）···毎週火曜日※
　　〃　 （缶・ビン）···4/7・21、5/19
福栄小学校（紙・布）···4/18、5/16
　　〃　 （缶・ビン）···4/17、5/1・15
二俣小学校（紙・布）····5/9
富美浜小学校（紙・布）···4/25、5/23
　　〃　  （缶・ビン）····4/18、5/2・16
南新浜小学校（紙・布）···4/11、5/9
　　〃　  （缶・ビン）····4/7・21、5/19
宮久保小学校（紙・布）····4/30、5/28
　　〃　  （缶・ビン）·····毎週水曜日※

百合台小学校（缶・ビン）···毎週火曜日※
【高齢者クラブ】
香り会（缶・ビン）···········4/11・25、5/9・23
国府台悠悠会（紙・布）····4/19、5/17
塩焼２丁目はまみち（紙・布）···4/17、5/15
　　 〃　 （缶・ビン）···4/17、5/1・15
下貝塚千歳会（紙・布）····5/2
　　　〃　　（缶・ビン）····4/5・19、5/17

【婦人会】
八幡南口（紙・布）········4/10、5/8
　 〃　 （缶・ビン）·········4/10・24、5/8・22

消防局が高度救助隊を発足

広報いちかわ　2014年（平成26年）4月5日　No.1493 2暮らし

　市民と行政が協働してまちの質と価値を高める「美しい景観のまち」の実
現に向け、まち並み景観整備課を新たに設置します。「ガーデニング・シティ 
いちかわ」に関する取り組みや景観担当室の業務を当課に移管します。

　教育委員会で所管していた市立幼稚園の入退園や保育料の徴収、
私立幼稚園などの補助の業務をこども部保育課に移管します。また、公
立保育園の施設管理などを行う保育施設課を新たに設置します。

●新設 経営改革室・経営改革課
公共施設マネジメント担当室（財政部管財課内）
文化施設整備担当室（文化国際部文化振興課内）
臨時福祉給付金担当室（福祉部高齢者支援課内）

●廃止 管財部（財政部へ統合）
情報政策部（企画部へ統合）
情報管理課（情報政策課へ統合）
清掃施設課（クリーンセンターへ統合）
市民防災担当室（消防局警防課へ統合）

●統合 公園緑地課（水と緑の部みどり管理課とみどり整備課を統合）
市民安全課（市民部防犯課から、市民マナー条例担当室
と統合の上名称変更）

●組織変更 雇用労政担当室（経済部雇用労政課から）
健康都市推進担当室（保健スポーツ部保健医療課内）
駐輪・駐車施設担当室（道路交通部自転車対策課から）

●名称変更 企画課（企画部企画・広域行政課から）
新庁舎建設課（企画部）

●事務移管 放射能対策業務（危機管理課→環境保全課）
畜犬登録、狂犬病予防、その他家庭動物に関すること及
び専用水道、簡易専用水道、小規模水道などの業務（保
健医療課→環境保全課）

　

市
で
は
、市
役
所
が
わ
か
り
や
す
く
使
い
や
す
く
な
り
、ま
た
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
よ
り
効
率
的
、効
果
的
に
提

供
す
る
た
め
に
、４
月
か
ら
行
政
組
織
の一
部
を
改
正
し
ま
す
。　　
　
　
　
　
　
　

   （
行
財
政
改
革
推
進
課
）

　

近
年
、首
都
直
下
地
震
な
ど
の
大

規
模
地
震
が
切
迫
し
て
い
る
こ
と
か

ら
、消
防
局
で
は
消
防
力
強
化
の
た

め
、高
度
救
助
隊
を
発
足
し
ま
し
た
。

　

高
度
救
助
隊
は
、従
来
の
救
助
資

機
材
に
加
え
、倒
壊
し
た
建
物
な
ど

か
ら
の
救
助
活
動
の
際
に
必
要
な
地

震
警
報
器
や
地
中
音
響
探
知
機
な
ど

の
高
度
救
助
器
具
を
備
え
、専
門
的

か
つ
高
度
な
教
育
を
受
け
た
隊
員
を

中
心
に
18
人
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

市
の
中
心
部
で
あ
る
東
消
防
署
に

配
置
し
、市
内
の
さ
ま
ざ
ま
な
災
害
に

対
応
し
ま
す
。

☎
３
３
３・２
１
１
１

（
音
声
ガ
イ
ダ
ン
ス・３
番
）

消
防
局
警
防
課

消防局が高度救助隊を発足

「まち並み景観整備課」を設置します

保育園と市立幼稚園の入園窓口などを一本化します

その他の組織改正・事務移管



月
９
日（
月
）～
15
日（
日
）③
６
月
16
日

（
月
）～
22
日（
日
）④
６
月
23
日（
月
）

～
29
日（
日
）⑤
７
月
１
日（
火
）～
６
日

（
日
）⑥
７
月
14
日（
月
）～
20
日（
日
）

⑦
７
月
21
日（
祝
）～
27
日（
日
）⑧
７

月
29
日（
火
）～
８
月
３
日（
日
）

過
半
数
が
市
内
在
住・在
勤・在
学

者
で
構
成
さ
れ
る
文
化
活
動
団
体

ま
た
は
個
人
※
応
募
多
数
の
場
合

は
抽
選
。

展
示
内
容・希
望
す
る
展
示
期
間

番
号（
第
３
希
望
ま
で
）・団
体
名・連

絡
先（
担
当
者
氏
名・住
所・電
話
番

号
）を
記
載
し
た
文
書
に
団
体
名
簿

（
氏
名・住
所
記
載
）を
添
え
て
４
月

11
日（
金
）必
着
で
持
参
ま
た
は
郵
送

で
文
化
振
興
課（
〒
２
７
２・０
０
２
３

南
八
幡
４
の
２
の
５
い
ち
か
わ
情
報

プ
ラ
ザ
２
階
）。決
定
者
に
は
４
月
末

奈
文
学
賞（
毎
年
９
月
30
日
締
め
切

り
）の
応
募
作
品
と
し
ま
す
。詳
し
く

は
、文
芸
ポ
ス
ト
に
設
置
の
応
募
要

項
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

☎
３
２
０・３
３
３
４
文
学
ミ
ュ
ー

ジ
ア
ム（
月
曜
日
休
館
）

♦
♦
♦

国
民
健
康
保
険
税
の
口
座
振
替
の

全
期一括
引
落
し
に
つ
い
て

国
民
健
康
保
険
税
の
年
税
額
を一
括

し
て
、第
１
期（
７
月
）に
口
座
振
替
が

で
き
ま
す
。希
望
す
る
方
は
５
月
30
日

（
金
）ま
で
に
国
民
健
康
保
険
課
に
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

☎
７
０
４・０
０
１
１
同
課
保
険
税

担
当

♦
♦
♦

平
成
26
年
度
入
札
参
加
資
格
審
査

申
請（
随
時
申
請
）の
受
け
付
け

詳
し
く
は
市
公
式
Ｗｅ
ｂ
サ
イ
ト
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

ち
ば
電
子
調
達
シ
ス
テ
ム
の
Ｗｅ
ｂ

サ
イ
ト
で
必
要
事
項
を
入
力
後
、印

刷
し
た
申
請
書
に
添
付
書
類
を
添

え
、郵
送
で
千
葉
県
庁
南
庁
舎
内
共

同
受
付
窓
口（
〒
２
６
０・０
８
５
５
千

葉
市
中
央
区
市
場
町
１
の
１
）

☎
３
３
４・１
１
１
３
契
約
課

 
募
集

♦
♦
♦

６・７
月
分「
文
化
の
広
場
」使
用
者

八
幡
市
民
談
話
室
２
階｢
文
化
の
広

場｣

で
作
品
展
示
を
希
望
す
る
方
、

団
体
を
募
集
し
ま
す
。展
示
専
用
の

ス
ペ
ー
ス
で
は
な
い
た
め
、設
備
が
十

分
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。搬
出
入
、設
営

お
よ
び
展
示
中
の
監
視
は
使
用
者
で

行
っ
て
く
だ
さ
い
。

展
示
期
間（
搬
出
入
を
含
む
）

①
６
月
２
日（
月
）～
８
日（
日
）②
６

防
止

大
人
が
手
本
と
な
り
、子
ど
も
た
ち

に
交
通
ル
ー
ル
や
マ
ナ
ー
を
教
え
ま

し
ょ
う
。高
齢
者
も
安
心
し
て
外
出

で
き
る
よ
う
、ド
ラ
イ
バ
ー
の
み
な
さ

ん
は
思
い
や
り
を
も
っ
て
運
転
し
ま

し
ょ
う
。

２
．自
転
車
の
安
全
利
用
の
推
進

自
転
車
に
乗
る
時
は
、自
転
車
安
全

利
用
五
則
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

①
自
転
車
は
車
道
が
原
則
、歩
道
は

例
外
②
車
道
は
左
側
を
通
行
③
歩

道
は
歩
行
者
優
先
で
、車
道
寄
り
を

徐
行
④
夜
間
の
ラ
イ
ト
の
点
灯
や
交

差
点
で
の一
時
停
止
な
ど
、交
通
ル
ー

ル
を
守
る
⑤
13
歳
未
満
の
子
ど
も
は

ヘ
ル
メッ
ト
を
着
用

３
．全
て
の
座
席
の
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
と

チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
の
正
し
い
着
用
の

徹
底

４
．飲
酒
運
転
の
根
絶

☎
３
３
４・１
４
５
３
交
通
計
画
課

♦
♦
♦

文
芸
ポ
ス
ト
を
設
置

里
見
公
園
、東
山
魁
夷
記
念
館
、郭

沫
若
記
念
館
、文
学
ミ
ュー
ジ
ア
ム
に

文
芸
ポ
ス
ト
を
設
置
し
ま
し
た
。そ

れ
ぞ
れ
の
季
節
で
市
川
を
詠
ん
だ
短

歌・俳
句・川
柳
作
品
を
お
寄
せ
く
だ

さ
い
。集
ま
っ
た
作
品
は
、市
川
手
児

♦
♦
♦

今
月
は
１
～
３
月
分
の

「
し
尿
収
集
運
搬
手
数
料
」の
納
付
月

市
が
収
納
を
委
託
す
る
第
一
環
境

（
株
）か
ら
納
付
書
が
届
い
た
ら
、４
月

30
日（
水
）ま
で
に
納
付
書
裏
面
の
指

定
金
融
機
関
で
お
支
払
い
く
だ
さ
い
。

（
口
座
振
替
の
方
は
同
日
に
引
き
落

と
し
）

☎
３
２
１・１
４
４
４
第
一
環
境（
株
）

市
川
営
業
所
、☎
３
５
６・０
１
２
１

行
徳
営
業
所

転
入・転
出
、く
み
取
り
の
廃
止
、そ

の
他
届
け
出
事
項
に
変
更
が
あ
る

場
合
は
、届
出
書（

総
合
市
民
相

談
課・
総
務
課・大
柏
出
張
所・南

八
幡
分
庁
舎
清
掃
事
業
課
に
設

置
、、収
集
作
業
員
は
常
時
携
帯
）を

市
川
市
清
掃
公
社（
☎
３
２
７・

８
１
０
０
）へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

（
清
掃
事
業
課
）

♦
♦
♦

４
月
６
日（
日
）～
15
日（
火
）

春
の
全
国
交
通
安
全
運
動

ス
ロ
ー
ガ
ン
～
事
故
の
な
い
明
る
い
未

来
は
君
の
手
で
～

４
月
10
日（
木
）は
交
通
事
故
死
ゼ
ロ

を
目
指
す
日
で
す
。

重
点
目
標

１
．子
ど
も
と
高
齢
者
の
交
通
事
故

後
４
時第

１
委
員
会
室

先
着
30
人

☎
０
４
３・２
２
２・５
７
９
５（
公

社
）千
葉
県
不
動
産
鑑
定
士
協
会

（
管
財
課
）

♦
♦
♦

国
民
健
康
保
険
証
の

負
担
割
合
の
見
直
し

70
〜
74
歳
の
方
の
負
担
割
合
を
２
割

か
ら
１
割
負
担
に
し
て
い
る
特
例
措

置
が
平
成
26
年
度
か
ら
見
直
さ
れ
ま

す
。４
月
２
日
以
降
に
70
歳
の
誕
生

日
を
迎
え
る
方
か
ら
段
階
的
に
実
施

さ
れ
ま
す
。70
歳
の
誕
生
月
の
翌
月

（
た
だ
し
、各
月
１
日
が
誕
生
日
の
方

は
そ
の
月
）の
診
療
か
ら
、窓
口
負
担

が
２
割
に
な
り
ま
す
。４
月
１
日
ま
で

に
70
歳
の
誕
生
日
を
迎
え
た
１
割
負

担
の
方
に
つ
い
て
は
、平
成
26
年
４
月

以
降
も
窓
口
負
担
は
１
割
の
ま
ま
変

わ
り
ま
せ
ん
。

☎
３
３
４・１
４
９
７
国
民
健
康
保

険
課
資
格
給
付
担
当

♦
♦
♦

国
民
年
金
の
学
生
納
付
特
例

制
度
を
ご
存
知
で
す
か

国
民
年
金
は
20
歳
に
な
る
と
加
入
が

義
務
づ
け
ら
れ
ま
す
が
、学
生
に
は
保

ま
で
に
通
知
。

☎
３
０
０・８
０
２
０
同
課

♦
♦
♦

い
ち
か
わ
援
農
隊
会
員

繁
忙
期
や
家
族
の
病
気
な
ど
で
人

手
が
足
り
な
い
農
家
の
農
作
業
を
手

伝
う
農
業
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体「
い
ち

か
わ
援
農
隊
」で
は
、市
内
の
農
家
の

た
め
に
協
力
し
た
い
方
を
募
集
し
て

い
ま
す
。※
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
の
作
業

の
た
め
、報
酬
は
あ
り
ま
せ
ん
。

募
集
期
間 

５
月
９
日（
金
）ま
で

市
内
在
住
で
農
業
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

に
関
心
が
あ
り
健
康
な
方

往
復
は
が
き
ま
た
は
メ
ー
ル
に
必
要

事
項（
６
面
上
段
参
照
）と
性
別
、メ
ー

ル
ア
ド
レ
ス（
携
帯
ま
た
は
パ
ソ
コ
ン
）、参

加
可
能
日
時（
曜
日
と
時
間
帯
）、市
川

の
農
業
に
対
す
る
思
い
を
書
き
、５
月

９
日（
金
）必
着
で
農
政
課
内
い
ち
か
わ

援
農
隊
事
務
局
（
〒
２
７
２
・

０
０
２
１
八
幡
３
の
３
の
２
の
４
０
８
）

※
メ
ー
ル
の
方
は
市
公
式
Ｗｅ
ｂ
サ
イ

ト
参
照
。

☎
７
１
１・１
１
４
１
農
政
課

♦
♦
♦

市
民
限
定
の
特
別
公
開

宮
内
庁
新
浜
鴨
場
見
学
会（
個
人
）

５
月
９
日（
金
）、28
日（
水
）、午
前

10
時
～
11
時
30
分

宮
内
庁
新
浜
鴨
場

市
内
在
住
の
方
、各
日
35
人

往
復
は
が
き（
１
枚
４
人
ま
で
）に

参
加
者
全
員
の
必
要
事
項（
６
面
上

段
参
照
）と
希
望
日・希
望
集

合
場
所（
市
役
所
ま
た
は
行

徳
支
所
）を
書
き
、４
月
18
日

（
金
）必
着
で
広
報
広
聴
課

（
〒
２
７
２・８
５
０
１
※
住

所
不
要
）※
返
信
者
を
代
表

者
と
し
ま
す
。記
載
も
れ
、

市
外
居
住
者
の
申
し
込
み
、

同
じ
方
の
重
複
申
し
込
み
、

複
数
の
開
催
日
の
指
定
は

無
効
。申
し
込
み
後
の
参
加

者
の
追
加
、変
更
不
可
。宮

内
庁
に
参
加
者
名
簿
を
提

出
し
ま
す
。

公
開
抽
選 

４
月
22
日（
火
）

午
後
０
時
30
分
／

第
１

の
２
委
員
会
室

☎
３
３
４・１
１
０
６
広
報

広
聴
課

4月5日〜5月28日
（雨天などのため変更することもあります）

週1回、市がごみステーションで回収する
缶・ビンとは異なります。

☎3２０-３９７３清掃事業課

大型ごみの申し込み（清掃事業課）
専用電話378-5310電話のかけ間違いに注意

※印は祝日を除く

●4月29日（祝）は、「プラスチック製容器包装類」火曜収集地区の
み収集があります。その他の「資源物とごみ」の収集は休みです。

【自治会】
市川グリーンハイツ（缶・ビン）····毎週金曜日※
市川パークハイツ（缶・ビン）······毎週金曜日※
市川南（紙・布・缶・ビン）····4/9・23、5/14・28
市川南３・４丁目（缶・ビン）····4/9・23、5/14・28
稲越（紙・布）·················4/12、5/10
大境（紙・布）·················4/24、5/22
　〃　 （缶・ビン）··········4/10・24、5/8・22
大芝原（紙・布・缶・ビン）····4/7・21、5/5・19
大町第３市営（紙・布）····4/20、5/18
　 〃　 　（缶・ビン）····4/5・19、5/17
鬼高（ビン）····················4/8・22、5/13・27
北方東部（缶・ビン）·····4/17、5/1・15

国府台町会（紙・布・缶・ビン）····4/14・28、5/12・26
国府台２丁目（紙・布・缶・ビン）····4/14・28、5/12・26
国分７丁目（缶・ビン）····4/16、5/7・21
幸１丁目（缶・ビン）·······4/17、5/1・15
幸２丁目（缶・ビン）·······4/17、5/1・15
塩浜市営住宅（紙・布）·····4/20、5/18
　  〃 　（缶・ビン）······4/11・25、5/9・23
塩焼３丁目ちどり（紙・布）···4/13、5/11　
下新宿（紙・布）············4/27
白幡（缶・ビン）··············4/8・22、5/13・27
新田２・３丁目（紙・布）····4/12・26、5/10・24
　    〃　  （缶・ビン）····毎週金曜日※
新八幡（紙・布）············4/8、5/13

新八幡（缶・ビン）··········4/8・22、5/13・27
曽谷第２（缶・ビン）·······4/15、5/20
曽谷第４（缶・ビン）·······4/7・21、5/19
宝１丁目（紙・布）··········5/1
　〃　 （缶・ビン）··········4/17、5/1・15
中国分（紙・布・缶・ビン）····毎週水曜日※
平田町会（缶・ビン）·····毎週木曜日※
真間北部（缶・ビン）·····4/8・22、5/13・27
宮久保台（紙・布）········4/12、5/10
　 〃 　（缶・ビン）·········4/9・23、5/14・28
八幡下町（缶・ビン）·····4/15、5/20
八幡門前（紙・布・缶・ビン）·····4/7、5/5
梨風苑（紙・布・缶・ビン）····4/17、5/1・15

若宮１丁目町会（紙・布・缶・ビン）····5/6
若宮２丁目町会（紙・布）·····5/7
　　 〃　　　（缶・ビン）·····4/16、5/7・21

【子ども会】
相之川（缶・ビン）··········4/15、5/20
新井（紙・布）·················4/28、5/26
　〃　（缶・ビン）···········4/14・28、5/12・26
伊勢宿（紙・布）············4/8、5/13
入船（紙・布）·················4/17、5/15
大洲（紙・布）·················4/20、5/18
　〃　（缶・ビン）···········毎週月曜日※
北国分（紙・布・缶・ビン）····毎週金曜日※
欠真間１丁目（紙・布）···4/15、5/20

日時 場所・会場 対象・人数 費用・料金 持ち物 申し込み・応募 問い合わせ 行徳支所市役所講師講内容内
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◆
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

☎
３
３
４・０
９
９
９

面
接
及
び
電
話
相
談
＝
月
～
金
曜

日
、電
話
相
談
の
み
＝
第
２
・４
土
曜

日
、い
ず
れ
も
午
前
10
時
～
午
後
４
時

休
所
日 

土
曜
日（
第
２・４
を
除
く
）・

日
曜
日・祝
日・年
末
年
始

●
フ
ィッ
シ
ン
グ
詐
欺

　

金
融
機
関
な
ど
を
装
っ
て
メ
ー

ル
を
送
り
、実
在
す
る
企
業
の
偽

Ｗｅ
ｂ
サ
イ
ト
に
ア
ク
セ
ス
さ
せ
る

な
ど
し
て
、住
所
、氏
名
、銀
行
口

座
番
号
、ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
番
号

な
ど
の
個
人
情
報
を
不
正
に
入

手
す
る
も
の
で
す
。金
融
機
関
な

ど
が
メ
ー
ル
で
個
人
情
報
を
聞
い

て
く
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。不

審
な
メ
ー
ル
を
受
信
し
た
ら
不
用

意
に
開
か
ず
、応
答
し
な
い
よ
う
に

し
ま
し
ょ
う
。ま
た
、本
物
の
企
業

の
電
話
窓
口
に
電
話
し
て
確
認
し

ま
し
ょ
う
。

●
送
り
つ
け
商
法

　
「
注
文
の
あ
っ
た
商
品
を
送
る
」

と
電
話
が
あ
り
、「
注
文
し
た
覚
え

が
な
い
」と
断
っ
た
の
に
、後
日
商

品
が
代
金
引
換
で
送
ら
れ
て
き

た
。こ
の
よ
う
に
、注
文
し
て
い
な

い
商
品
を
勝
手
に
送
り
つ
け
て
代

金
を
請
求
す
る
の
が
、「
送
り
つ
け

商
法
」の
手
口
で
す
。

　

代
金
を
支
払
う
と
返
金
は
難

し
く
な
り
ま
す
。代
金
引
換
郵
便

で
商
品
が
届
い
た
場
合
は
特
に
注

意
が
必
要
で
す
。注
文
し
た
覚
え

の
な
い
も
の
は
受
け
取
ら
な
い
よ

う
に
し
ま
し
ょ
う
。

あ
な
た
を
狙
う
詐
欺
に
ご
注
意
を

利用期間 利用者説明会翌日～平成29年１月31日（火）
市内在住で他の市営市民農園を利用していない方
１平方メートル当たり年額４２０円
往復はがき（１世帯で１枚）に必要事項（６面上段参照）と希望する

農園名を書き、４月14日（月）必着で農政課（〒２７２-００２１八幡３-３-２-
４０８グランドターミナルタワー本八幡）※市外在住、複数の農園の申
し込みは無効。

利用者の決定 応募者多数の場合は公開抽選を行い、結果は全員
に返信用はがきで通知します。当選者は、公開抽選後または４月26日

（土）に行われるいずれかの利用者説明会に参加し、申し込み手続き
をしてください。※落選した方は全員補欠者として登録します。

※４月18日（金）の利用者説明会については公開抽選の進行状況に
より時間が前後する場合があります。

☎７１１-１１４１農政課

募集農園
農園名 所在地 区画（予定）１区画の面積 駐車場

中国分市民農園 中国分２丁目
１８-１外 １０２ １区画概ね

２０平方メートル

なし

柏井町2丁目
市民農園

柏井町２丁目
８８６-１ ５４ あり

日時 会場 中国分市民農園 柏井町２丁目市民農園

４月１８日
（金）

勤労福祉
センター

本館

公開抽選午後２時３０分 公開抽選午後３時３０分
利用者説明会午後４時３０分（１時間程度）（公開抽
選での当選者のみ参加。２農園合同で実施）

４月２６日
（土）

第５、第６
委員会室

利用者説明会
午前９時３０分　

利用者説明会
午前１１時

　自然にふれあい、収穫の楽しさを実感しませんか。今年の募集
は２農園です。マナーを守って、畑を管理できる方を募集します。

市民農園利用者募集
～野菜づくりに挑戦してみませんか～

◆
行
徳
支
所
市
民
相
談
室

☎
３
５
９・１
１
２
１

第
２・４
火
曜
日
／
午
前

10
時
～
正
午・午
後
１
時
～

４
時
＝
面
接
及
び
電
話
相

談

（
総
合
市
民
相
談
課
）

　

平
成
27
年
度
開
始
予
定
の｢

子
ど
も・子
育
て
支
援
新
制
度
」の
準
備
に
あ
た
り
、子
ど
も・子
育
て
関
連
３
法
に
基
づ
き
、施
設
や

事
業
の
設
備
及
び
運
営
の
基
準
な
ど
の
策
定
を
進
め
て
い
ま
す
。こ
の
基
準（
案
）に
対
し
、み
な
さ
ん
に
広
く
意
見
を
募
集
し
ま
す
。

◆ 

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト 

◆ 
ご
意
見
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
◆

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
新
制
度
に
か
か
る
各
基
準（
案
）に
つ
い
て

閲
覧
場
所	

子
育
て
支
援
課
、市

政
情
報
セ
ン
タ
ー
、市
政
情
報
コ
ー

ナ
ー（
中
央
図
書
館
、行
徳
図
書

館
、大
野
公
民
館
図
書
室
、男
女

共
同
参
画
セ
ン
タ
ー
）、市
公
式
Ｗｅ

ｂ
サ
イ
ト

市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
の
方
、

市
内
に
事
務
所
や
事
業
所
を
有
す

る
個
人・法
人
ま
た
は
団
体
、本
案

件
に
利
害
関
係
を
有
す
る
方

提
出
方
法	

意
見
用
紙
に
意
見
と

住
所
、氏
名（
フ
リ
ガ
ナ
）ま
た
は
団

体
名（
担
当
者
氏
名
）を
書
き
、５
月

５
日（
祝
）ま
で（
消
印
有
効
）に
持

参
、Ｆ
Ａ
Ｘ
７
１
１・１
７
５
４
、市

公
式
Ｗｅ
ｂ
サ
イ
ト
の
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ

メ
ン
ト
の
意
見
入
力
画
面
、郵
送
で

子
育
て
支
援
課（
〒
２
７
２・

０
０
２
１
八
幡
３
の
４
の
１
ア
ク
ス

本
八
幡
２
階
）

☎
７
１
１・０
６
７
７
同
課

消費生活相談窓口
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特集 1
　
市
民
と
行
政
の
協
働
に
よ
り
、ま
ち
の
質
と

価
値
を
高
め
る
取
り
組
み
で
す
。き
れ
い
な
街

並
み
は
、言
葉
に
言
い
表
せ
な
い
私
た
ち
の
生

活
の
姿
を
伝
え
ま
す
。そ
し
て
景
観
を
つ
く
る

私
た
ち
は
、未
来
に
生
き
る
人
た
ち
の
美
意
識

に
も
大
き
な
影
響
を
与
え
ま
す
。

　
で
は
、行
政
は
市
民
と
の
協
働
で
ど
の
よ
う

な
こ
と
が
で
き
る
の
で
し
ょ
う
か
。庭
で
草
花
や

樹
木
を
育
て
る
、地
域
の
清
掃
に
参
加
す
る
、

外
か
ら
見
え
る
家
の
外
観
を
意
識
す
る
。そ
こ

か
ら
ま
ち
に
視
野
を
広
げ
て
、駅
前
や
道
路
な

ど
の
公
共
空
間
で
景
観
を
意
識
し
た
行
動
を

と
る
。日
常
生
活
の
中
で
も
さ
ま
ざ
ま
な
行
動

を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。こ
れ
ら
を
受
け
と

め
行
政
、市
民
、事
業
者
が
協
働
し
て
美
し
い

景
観
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　
ま
た
、市
民
が
望
む
景
観
は
、地
域
ご
と
に

異
な
っ
て
い
ま
す
。多
く
の
市
民
に
意
見
を
伺

い
な
が
ら
、住
ん
で
み
た
い
、住
み
続
け
た
い
と

思
え
る
ま
ち
を
実
現
し
て
い
き
ま
す
。

　
医
学
の
進
歩
、公
衆
衛
生
の
発
展
、健
康
意

識
の
高
ま
り
、生
活
環
境
の
改
善
な
ど
の
さ
ま

ざ
ま
な
要
因
か
ら
、平
均
寿
命
は
延
び
て
お

り
、こ
れ
か
ら
は
人
生
90
年
の
時
代
に
な
り
ま

す
。元
気
で
健
康
な
高
齢
者
に
地
域
や
社
会
で

活
躍
し
て
も
ら
う
た
め
に
、さ
ま
ざ
ま
な
支
援

を
行
い
ま
す
。

　
ま
た
、少
子
化
が
進
む
中
、子
ど
も
は
地
域

の
宝
で
す
。未
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
が
、伸

び
伸
び
と
成
長
し
て
い
か
れ
る
地
域
、そ
し
て
、

民
間
の
力
も
活
用
し
つ
つ
、安
心
し
て
子
を
産

み
、育
て
ら
れ
る
社
会
と
な
る
よ
う
取
り
組
ん

で
い
き
ま
す
。

　
今
、医
療
、介
護
、子
育
て
な
ど
に
関
す
る
社

会
の
制
度
が
大
き
く
変
わ
ろ
う
と
し
て
い
ま

す
。4
月
か
ら
消
費
税
率
が
引
き
上
げ
ら
れ
、

こ
れ
を
財
源
と
し
て
社
会
保
障
制
度
を
持
続

可
能
な
も
の
と
す
る
た
め
の
取
り
組
み
が
進
め

ら
れ
ま
す
。行
政
運
営
を
取
り
巻
く
環
境
は
大

き
く
変
化
し
ま
す
が
、こ
う
し
た
変
化
に
迅
速

か
つ
適
切
に
対
応
し
て
い
き
ま
す
。

　

大
久
保
市
長
は
施
政
方
針
で
、２
期
目
の

ス
タ
ー
ト
に
立
ち
、潤
い
と
や
さ
し
さ
の
あ
る

ま
ち
の
実
現
に
向
け
て
、新
た
な
街
づ
く
り
を

進
め
る
と
き
で
あ
る
と
述
べ
ま
し
た
。ま
た
、

住
み
続
け
て
も
ら
う
た
め
に
は
、ま
ち
に
対
す

る
愛
着
や
魅
力
が
感
じ
ら
れ
る
取
り
組
み
が

必
要
で
あ
り
、美
し
い
景
観
を
創
出
す
る
こ
と

で
、質
と
価
値
を
高
め
、市
川
ら
し
い
街
並
み

を
実
現
し
て
い
く
と
述
べ
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、施
政
方
針
で
示
す
重
要
な
施
策

に
よ
り
、安
心
で
快
適
な
活
力
あ
る
ま
ち
を

目
指
す
こ
と
で
、人
口
減
少
社
会
に
お
い
て
も

都
市
間
競
争
に
勝
ち
抜
い
て
い
く
と
語
り
ま

し
た
。

　

ま
た
、平
成
26
年
度
か
ら
教
育
行
政
の
運

営
方
針
も
示
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。そ

の
中
で
教
育
長
は
、教
育
政
策
は
不
断
の
見

直
し
が
求
め
ら
れ
て
お
り
、教
育
課
題
に
対
応

す
る
と
と
も
に
、新
た
な
施
策
に
も
取
り
組

む
必
要
が
あ
る
こ
と
か
ら
、新
年
度
か
ら
平
成

30
年
度
ま
で
を
計
画
期
間
と
す
る
第
2
期
市

川
市
教
育
振
興
基
本
計
画
を
策
定
し
た
と
語

り
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、「
人
を
つ
な
ぐ 

未
来
へ
つ
な
ぐ 

市

川
の
教
育
」を
基
本
理
念
に
、そ
の
具
現
化
を

図
っ
て
い
く
と
述
べ
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
今
号
で
は
、新
年
度
の
市
政
と
教

育
行
政
を
運
営
す
る
た
め
の
、そ
れ
ぞ
れ
３
つ

の
基
本
的
な
方
針
を
紹
介
し
ま
す
。こ
の
基

本
的
な
方
針
を
実
現
す
る
こ
と
で
、「
住
ん
で

み
た
い
」「
住
み
続
け
た
い
」と
思
え
る
質
の
高

い
ま
ち
を
築
い
て
い
き
ま
す
。

施
政
方
針

さ
ら
な
る
発
展
を
目
指
し
、着
実
に
前
進

美
し
い
景
観
の
ま
ち
の
実
現

社
会
変
化
へ
の
適
切
な
対
応
に
よ
る
福
祉
の
充
実
と
生
活
の
安
定



広報いちかわ　2014年（平成26年）4月5日　No.14935 特集 1

▲アイ・リンクタウン展望施設から見た街並み▲耐震補強工事がされた東国分中学校

　
日
本
の
経
済
は
着
実
に
上
向
い
て
き
て
い
る

と
い
わ
れ
ま
す
が
、生
活
の
実
感
と
し
て
は
中

小
企
業
や
地
域
経
済
に
景
気
回
復
の
効
果
が

十
分
浸
透
し
て
い
な
い
状
況
で
す
。今
後
も
社

会
保
障
費
な
ど
の
増
加
が
見
込
ま
れ
る
こ
と
か

ら
、厳
し
い
財
政
状
況
は
続
い
て
い
く
と
予
測

さ
れ
ま
す
。そ
こ
で
、目
指
す
べ
き
将
来
都
市
像

に
近
づ
く
た
め
に
も
、行
財
政
改
革
大
綱
第
1

次
ア
ク
シ
ョン
プ
ラ
ン
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

直
営
で
管
理
し
て
い
る
公
の
施
設
の
経
営
を
見

直
す
た
め
、民
営
化
な
ど
を
積
極
的
に
進
め
る

他
、給
与
水
準
の
適
正
化
を
図
る
た
め
人
事
給

与
制
度
改
革
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
高
度
経
済
成
長
期
の
人
口
増
加
に
対
応
す

る
た
め
、多
く
の
公
共
施
設
が
建
設
さ
れ
た
こ

と
か
ら
、施
設
の
老
朽
化
が
進
ん
で
お
り
、こ
れ

ら
の
施
設
に
対
し
、自
治
体
経
営
の
視
点
か
ら

総
合
的
か
つ
統
括
的
に
企
画
、管
理
及
び
利
活

用
す
る
仕
組
み
に
つ
い
て
組
織
的
に
取
り
組
み

ま
す
。ま
た
、建
て
替
え
や
修
繕
な
ど
の
財
源

に
資
す
る
た
め
、公
の
施
設
の
使
用
料
な
ど
受

益
者
負
担
の
見
直
し
を
行
い
ま
す
。10
年
先
を

見
据
え
た
持
続
可
能
な
市
政
運
営
を
目
指
し

て
、行
財
政
改
革
を
迅
速
果
断
に
実
行
し
て
い

き
ま
す
。

　
第一と
し
て
、学
力
や
体
力
の
向
上
が
あ
り

ま
す
。将
来
の
予
測
が
難
し
い
現
在
の
社
会
に

お
い
て
は
、自
ら
の
生
涯
を
切
り
拓
く
力
強
さ

が
必
要
で
す
。そ
の
た
め
に
は
、子
ど
も
た
ち
の

学
力
や
体
力
の
向
上
が
欠
か
せ
な
い
こ
と
か

ら
、退
職
教
員
や
大
学
生
、地
域
人
材
を
活
用

し
、放
課
後
や
長
期
休
業
中
に
児
童・生
徒
に

学
習
の
場
を
提
供
す
る「
校
内
塾・ま
な
び
く

ら
ぶ
」を
新
設
す
る
な
ど
、個
々
の
実
態
に
応
じ

た
き
め
細
か
な
対
応
を
図
り
ま
す
。

　
ま
た
、第
二
と
し
て
は
、子
ど
も
た
ち
の
安

全・安
心
を
確
保
す
る
こ
と
で
す
。学
校
施
設
、

防
犯
、交
通
安
全
、い
じ
め
な
ど
、安
全・安
心

に
係
る
事
柄
は
数
多
く
、そ
の
い
ず
れ
に
も
適

切
に
対
応
し
て
い
き
ま
す
。

　
家
庭・学
校・地
域・行
政
が
自
ら
の
役
割
と

責
任
を
果
た
し
、連
携・協
力
を
し
て
、幅
広
い
教

育
機
能
の
活
性
化
を
図
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
も
、家
庭
教
育
学
級
、コ
ミュニ
テ
ィ

ク
ラ
ブ
事
業
な
ど
数
多
く
の
事
業
に
よ
り
、連

携・協
力
を
し
て
き
ま
し
た
が
、新
た
な
連
携
の

在
り
方
も
拡
充
し
て
い
き
ま
す
。

　
ま
た
、学
校
の
教
育
力
の
向
上
を
図
る
た

め
、学
校
間
の
連
携
と
し
て
、塩
浜
小・中
学
校

の
小
中一貫
校
化
を
進
め
、一貫
校
の
モ
デ
ル
校

と
し
て
平
成
27
年
度
の
開
設
に
向
け
、教
育
課

程
の
再
編
成
な
ど
の
準
備
を
行
い
ま
す
。

　

21
世
紀
は
、「
知
の
循
環
型
社
会
」と
い
わ

れ
、生
涯
に
わ
た
っ
て
学
び
、多
様
な
個
性・能

力
を
開
花
さ
せ
る
こ
と
は
、そ
の
人
の
人
生
を

豊
か
に
す
る
と
と
も
に
、社
会
全
体
の
成
熟
を

も
も
た
ら
し
て
く
れ
る
も
の
と
思
い
ま
す
。

　

公
民
館
や
図
書
館
、博
物
館
な
ど
で
は
、

ハ
ー
ド・ソ
フ
ト
の
両
面
で
充
実
を
図
る
な
ど
、

誰
も
が
生
涯
を
通
し
て
学
び
続
け
ら
れ
る
学

習
環
境
の
実
現
を
目
指
し
ま
す
。

　
そ
し
て
、市
民一人
ひ
と
り
が
生
涯
に
わ
た
っ

て
学
び
続
け
、そ
の
成
果
を
社
会
に
生
か
す
こ

と
が
で
き
る
よ
う
な
生
涯
学
習
社
会
の
構
築

を
、一歩一歩
、着
実
に
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

教
育
行
政
運
営
方
針

行
財
政
改
革
に
よ
る
安
定
経
営
の
実
現

児
童・生
徒
の
学
習
環
境
の
充
実

家
庭・学
校・地
域・行
政
の
連
携

生
涯
学
習
の
推
進



00 …エコボポイント対象（数字はポイント数）  ●各公共施設にお越しの際は、公共交通機関のご利用をお願いします。

い
ず
れ
も
午
前
10
時
〜
11
時
45
分・

午
後
１
時
〜
４
時
30
分（
※
②
の
午

後
は
４
時
ま
で
）

☎
０
４
７・４
５
７・０
７
１
１
千
葉

県
赤
十
字
血
液
セ
ン
タ
ー

（
保
健
医
療
課
）

♦
♦
♦

高
齢
者
健
康
入
浴
券
の
交
付

左
記
の
全
て
の
要
件
を
満
た
す
方
に

公
衆
浴
場
の
入
浴
券
を
交
付
し
ま

す
。①
満
65
歳
以
上
②
市
に
居
住
し

住
民
登
録
の
あ
る
方
③
ひ
と
り
暮
ら

し
ま
た
は
高
齢
者
世
帯
④
市
民
税

非
課
税
世
帯
⑤
住
居
に
入
浴
設
備

が
な
い
方

☎
３
３
４・１
１
５
１
高
齢
者
支
援
課

♦
♦
♦

高
齢
者
肺
炎
球
菌
予
防
接
種

７
月
か
ら
医
療
機
関
に
お
い
て
高
齢

者
肺
炎
球
菌
予
防
接
種
を
公
費（
一

部
自
己
負
担
２
，５
０
０
円
、接
種
回

数
１
回
の
み
）で
実
施
し
ま
す
。65
歳

以
上
の
方
に
は
７
月
に
予
診
票
を
送

付
し
ま
す
。

☎
３
７
７・４
５
１
１
疾
病
予
防
課

健
康
・
福
祉

 

お
知
ら
せ

♦
♦
♦

健
康
増
進
セ
ン
タ
ー
の
閉
鎖

健
康
増
進
セ
ン
タ
ー
は
、身
近
な
場

所
で
気
軽
に
健
康
づ
く
り
が
で
き
る

よ
う
に
な
っ
た
た
め
、７
月
31
日（
木
）

を
も
っ
て
閉
鎖
し
ま
す
。健
康
度
測

定
な
ど
の
事
業
の
一
部
は
保
健
セ
ン

タ
ー
で
引
き
続
き
行
い
ま
す
。ト
レ
ー

ニ
ン
グ
利
用
券
を
使
用
さ
れ
ず
、お

持
ち
の
場
合
に
は
平
成
27
年
３
月

31
日（
火
）ま
で
返
金
し
ま
す
。

☎
３
３
４・２
３
１
１
健
康
増
進
セ

ン
タ
ー
※
８
月
以
降
は
☎
３
７
７・ 

４
５
１
１
保
健
セ
ン
タ
ー

♦
♦
♦

愛
の
献
血①

４
月
12
日（
土
）／
ニッ
ケ
コ

ル
ト
ン
プ
ラ
ザ
②
４
月
18
日（
金
）／

第
６
の
１
委
員
会
室
③
④
４
月

19
日（
土
）／
東
西
線
行
徳
駅
、東
西

線
南
行
徳
駅

①
５
月
30
日（
金
）②
５
月
23
日

（
金
）７・８

カ
月
児
の
保
護
者

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

①
保
健
セ
ン
タ
ー
先
着
各
25
人

②
南
行
徳
保
健
セ
ン
タ
ー
先
着
各
24

人時
間 

午
後
１
時
～
２
時
、午
後
２
時

25
分
～
３
時
25
分

☎
３
７
７
・４
５
１
１
保
健
セ
ン

タ
ー
栄
養
担
当

 

講
座・催
し

♦
♦
♦

親
力
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
講
座

（
入
門
編
）

Ｃ
Ｓ
Ｐ（
コ
モ
ン
セ
ン
ス・ペ
ア
レ
ン
テ
ィ

ン
グ
）は「
誰
で
も
で
き
る
子
育
て
練

習
講
座
」と
し
て
、し
つ
け
の
際
の
子

ど
も
と
の
コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
と

り
方
の
基
礎
を
学
び
ま
す
。

４
月
25
日（
金
）午
前
10
時（
受
け

付
け
は
30
分
前
か
ら
）～
11
時
30
分

男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー

２
歳
か
ら
小
学
校
６
年
生
の
保

護
者
、先
着
30
人
※
託
児
あ
り（
１

歳
以
上
）先
着
10
人

４
月
７
日（
月
）か
ら
☎
７
１
１・

０
６
７
９
子
育
て
支
援
課

♦
♦
♦

４
カ
月
あ
か
ち
ゃ
ん
講
座

計
測
、育
児
や
離
乳
食
の
話
、個
別

相
談
、お
母
さ
ん
同
士
の
交
流

４
カ
月
の
乳
児
と
そ
の
保
護
者

※
参
加
で
き
な
か
っ
た
場
合
５
カ
月

の
乳
児
も
可

※
市
川
公
民
館
は
ベ
ビ
ー
カ
ー
で
の

来
所
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

☎
３
７
７
・４
５
１
１
保
健
セ
ン

タ
ー
、☎
３
５
９・８
７
８
５
南
行
徳

保
健
セ
ン
タ
ー

表
組

♦
♦
♦

歯
科
衛
生
士
に
よ
る

歯
み
が
き
レ
ッ
ス
ン（
年
齢
別
）

表
組

☎
３
７
７・４
５
１
１
保
健
セ
ン

タ
ー
歯
科
担
当

♦
♦
♦

妊
婦
歯
科
健
診

５
月
15
日（
木
）／
保
健
セ
ン

タ
ー
、22
日（
木
）／
南
行
徳
保
健
セ

ン
タ
ー
、い
ず
れ
も
午
後
1
時
20
分

と
2
時
20
分

☎
３
７
７
・４
５
１
１
保
健
セ
ン

タ
ー
歯
科
担
当

♦
♦
♦

発
達
相
談

お
座
り
や
ハ
イ
ハ
イ
を
し
な
い
な
ど
、

子
ど
も
の
発
達
に
心
配
の
あ
る
方
の

個
別
相
談
な
ど
。

５
月
23
日（
金
）／
保
健
セ
ン

タ
ー
、５
月
２
日（
金
）／
南
行
徳
保

健
セ
ン
タ
ー
、い
ず
れ
も
午
前
中

乳
幼
児
と
そ
の
保
護
者

☎
３
７
７・４
５
１
１
保
健
セ
ン

タ
ー
、☎
３
５
９・８
７
８
５
南
行
徳

保
健
セ
ン
タ
ー

♦
♦
♦

離
乳
食
教
室

離
乳
食
の
進
め
方
の
話
と
実
演
、試

食
。１
日
２
回
同
じ
内
容
で
実
施
。

◆
離
乳
食
教
室（
１
回
食
）

①
５
月
22
日（
木
）②
５
月
８
日

（
木
）４～

６
カ
月
児
の
保
護
者

◆
離
乳
食
教
室（
２
回
食
）

の
み
歯
科
相
談
あ
り
。

乳
幼
児
及
び
そ
の
保
護
者

各
保
健
セ
ン
タ
ー
へ
電
話
予
約

※
市
川
公
民
館
は
ベ
ビ
ー
カ
ー
で
の

来
所
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

表
組

※
３
カ
月
以
上
で
測
定
の
み
の
方
は

予
約
不
要
。

２
時平

成
24
年
10
月
生
ま
れ
の
子
に

４
月
21
日（
月
）ご
ろ
個
別
通
知

※
内
科
健
診
は
、契
約
医
療
機
関
で

個
別
に
行
い
ま
す
。２
歳
の
誕
生
日

以
降
は
受
診
で
き
ま
せ
ん
。

☎
３
７
７
・４
５
１
１
保
健
セ
ン

タ
ー
、☎
３
５
９・８
７
８
５
南
行
徳

保
健
セ
ン
タ
ー

♦
♦
♦

３
歳
児
健
康
診
査

①
５
月
７
日（
水
）・21
日（
水
）

／
保
健
セ
ン
タ
ー
②
５
月
14
日（
水
）・

28
日（
水
）／
南
行
徳
保
健
セ
ン
タ
ー
、

い
ず
れ
も
受
け
付
け
は
午
後
１
時
～

２
時平

成
22
年
11
月
生
ま
れ
の
子
に

４
月
21
日（
月
）ご
ろ
個
別
通
知

※
４
歳
の
誕
生
日
以
降
は
受
診
で

き
ま
せ
ん
。

☎
３
７
７
・４
５
１
１
保
健
セ
ン

タ
ー
、☎
３
５
９・８
７
８
５
南
行
徳

保
健
セ
ン
タ
ー

♦
♦
♦

育
児
相
談

身
長
、体
重
測
定
、授
乳・離
乳
食・

子
育
て
な
ど
に
関
す
る
相
談
。保
健

セ
ン
タ
ー
と
南
行
徳
保
健
セ
ン
タ
ー

子
ど
も
・
教
育

 

お
知
ら
せ

♦
♦
♦

１
歳
６
カ
月
児
健
康
診
査

①
５
月
８
日（
木
）・20
日（
火
）

／
保
健
セ
ン
タ
ー
②
５
月
13
日（
火
）・

27
日（
火
）／
南
行
徳
保
健
セ
ン
タ
ー
、

い
ず
れ
も
受
け
付
け
は
午
後
１
時
～

20

受講生
募集

広報いちかわ　2014年（平成26年）4月5日　No.1493 6支え合い

　野外活動・講義・実習など年間７回の講習会を通し
て、心身ともに成長し、知識や技術の習得を図り、地域
で活躍できる青少年リーダーを目指します。

①５月１８日（日）②６月１日（日）（高校生は５月３１日（土）から１泊
２日）③７月６日（日）④７月２２日（火）～２４日（木）（２泊３日）⑤８月
２２日（金）・２３日（土）または２３日（土）・２４（日）⑥１０月２６日（日）⑦
１１月１６日（日）

メディアパーク市川、いちかわ市民キャンプ場、他
ジュニアリーダー講習会＝中学生６０人、ヤングカルチャース

クール＝高校生３０人、いずれも希望者多数の場合は抽選
１,０００円※宿泊を伴う講習は別途費用あり。
５月７日（水）まで（消印有効）に学校・子ども会で配布の申込書

に必要事項を書き、 青少年育成課（〒２７2‐８５０１※住所不
要）へ持参または郵送

☎３３４‐１１９７同課

ジ
ュ
ニ
ア
リ
ー
ダ
ー
講
習
会
・

ヤ
ン
グ
カ
ル
チ
ャ
ー
ス
ク
ー
ル

会 場 日 程 受付時間
大野公民館 ５月  8日（木）

１３:１５～
１３:４５

信篤公民館 ５月15日（木）
市川公民館 ５月29日（木）
保健センター ５月23日（金）
南行徳保健センター ５月  2日（金）
行徳公民館 ５月16日（金）

妙典子育て支援センター ５月  9日（金） ９:４0～
１０:００

対 象
日程 ・ 受付時間

保健センター 南行徳
保健センター

赤ちゃん（１０～１１カ月児）
はじめての歯ブラシみがき

５月  7日（水）
午前10時

５月14日（水）
午前10時

５月21日（水）
午前10時

５月28日（水）
午前10時

２歳児（２歳６カ月〜３歳未満児）
歯みがきとぶくぶくうがいの練習

５月  9日（金）
午前10時/11時

５月16日（金）
午前10時/11時

３～４歳児
歯みがきチェック

５月  9日（金）
午後３時

５月16日（金）
午後３時

会 場 日 程
受付時間

申し込み
相談あり 測定のみ

大野公民館 ５月８日（木）

１０:００～
１０:４０

１１:００～
１１:３０

保健センター
☎３７７-４５１１

信篤公民館 ５月15日（木）
市川公民館 ５月29日（木）
保健センター ５月23日（金）
南行徳
保健センター ５月２日（金） １１:００～

１１:３０

南行徳
保健センター
☎３５９-８７８５行徳公民館 ５月16日（金）

※
往
復
は
が
き
の
場
合
は
返
信

用
の
あ
て
先
も
記
入 

※
は
が

き
、Ｆ
Ａ
Ｘ
、い
ず
れ
の
場
合
も

右
記
の
必
要
事
項
を
書
い
て
お

送
り
く
だ
さ
い
。※
熱
を
加
え

る
と
消
え
る
筆
記
用
具
は
使
用

し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

①
行
事・講
座
名
な
ど

　
（
日
時・コ
ー
ス
も
）

②
住
所

③
氏
名（
ふ
り
が
な
）

④
年
齢（
学
年
）

⑤
電
話・Ｆ
Ａ
Ｘ
番
号

⑥
そ
の
他
必
須
事
項

申
し
込
み
事
項

▲キャンプでの夕食作り

健
康
診
査・各
種
検
診

検診名 対象者（平成２7年３月３１日時点の年齢）

健康診査
４０歳～７４歳で市の国民健康保険
に加入している方と、７５歳以上（一
定の障害のある６５歳以上）の方

肝炎検診 ４０歳以上で市の肝炎検診を一度
も受けたことがない方

肺がん検診 ４０歳以上の方大腸がん検診
前立腺がん検診 ５０歳以上の男性
胃がんリスク検診

(血液検査)
４０、４５、５０、５５、６０、６５、７０、７５
歳の方

 乳がん
 検診

視診・触診 ３０歳以上で奇数年齢の女性

エコー※ ３０歳代偶数年齢の女性（要事前
申し込み）

マンモグラフィ※
４０歳以上で偶数年齢の女性（４０
歳代の方は個別検診、５０歳以上
の方は個別または集団検診）

子宮がん検診 ２０歳代偶数年齢及び３０歳以上
の女性

今
後
の
発
送
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル 

８
～
11
月
生
ま
れ
⇨
７
月
末
発
送
予
定
、12
～
３
月
生

ま
れ
⇨
11
月
末
発
送
予
定
※
早
め
に
受
診
を
希
望
す
る
方
は
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

各
種
が
ん
検
診
は一
部
自
己
負
担
金
６
０
０
円
。（
70
歳
以
上
の
方
、千
葉
県
の
後

期
高
齢
者
医
療
被
保
険
者
、及
び
非
課
税
世
帯
者
は
無
料
）

市
内
に
転
入
し
た
方
、過
去
５
年
間
に一
度
も
市
の
検
診
を
受
診
し
た
こ
と
が
な
い

方
は
、☎
３
７
７・４
５
１
１
疾
病
予
防
課
ま
た
は
、は
が
き
に
必
要
事
項（
上
段
参
照
）を

書
き
、郵
送（
〒
２
７
２・０
０
２
３
南
八
幡
４
の
18
の
８
）　　
　
　

 （
同
課
健
診
担
当
）

◎治療中、経過観察中の方はご遠慮ください。※胸部に手術
を受けたことがある方は、事前に主治医に要確認。ペースメー
カーを装着している方はマンモグラフィ不可。豊胸手術をしてい
る方は、マンモグラフィ、エコー共に不可。

　
４
～
７
月
生
ま
れ
の
方
に
受
診
券
を
発
送
し
ま
し
た
。受
診

券
が
届
き
次
第
、出
来
る
だ
け
早
め
に
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。



応
急
手
当
の
目
的
及
び
重
要
性・止

血
の
方
法
、け
が
や
骨
折
を
し
た
場

合
の
応
急
手
当
の
方
法
。修
了
者
に

は
外
傷
応
急
手
当
講
習
修
了
証
を

発
行
。

４
月
26
日（
土
）午
前
９
時
～
正
午

市
内
在
住・在
勤・在
学
の
中
学
生

以
上
、30
人

 

求
人

♦
♦
♦

医
療
相
談
員（
非
常
勤
職
員
）

資
格
・
人
員 

社
会
福
祉
士
・１
人

時
給 

２
，０
２
０
円

※
詳
し
く
は
市
公
式
Ｗｅ
ｂ
サ
イ
ト

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

☎
３
２
０・７
１
１
１
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
病
院

♦
♦
♦

生
活
支
援
員

資
格・人
数 

不
問・１
人

雇
用
期
間 

４
月
～
平
成
27
年
３
月

時
給 

１
，２
３
０
円

履
歴
書（
写
真
付
）を
梨
香
園

（
〒
２
７
２・０
８
０
１
大
町
77
の
19
）

へ
持
参
ま
た
は
郵
送

☎
３
３
９・ 

３
８
５
５
同
園

◆
普
通
救
命
講
習
Ⅰ

Ａ
Ｅ
Ｄ（
自
動
体
外
式
除
細
動
器
）を

使
用
し
た
心
肺
蘇
生
法・異
物
除
去

法
。①

４
月
17
日（
木
）②
20
日（
日
）③

23
日（
水
）、い
ず
れ
も
午
前
９
時
～

正
午市

内
在
住・在
勤・在
学
の
中
学
生

以
上
、①
③
先
着
30
人
②
先
着
50
人

◆
外
傷
応
急
手
当
講
習

先
着
15
人

☎
７
０
４・８
１
５
０
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

エ
ヌ
フ
ィッ
ト（ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア・Ｎ
Ｐ
Ｏ
課
）

♦
♦
♦

消
防
局
の
講
習

消
防
局
※
車
で
の
来
場
不
可
。

４
月
７
日（
月
）か
ら
☎
３
３
３・ 

２
１
１
１（
音
声
ガ
イ
ダ
ン
ス・2
番
）

消
防
局
救
急
課

 

講
座・催
し

♦
♦
♦

エ
ヌ
フ
ィッ
ト
Ｍ
Ｏ
Ｓ
講
座
体
験
会

障
害
の
あ
る
方
の
た
め
の
Ｍ
Ｏ
Ｓ
講

座
で
す
。就
職
活
動
に
活
か
し
て
も

ら
う
講
座
で
す
。

４
月
14
日（
月
）午
後
３
時
30
分

～
５
時

行
徳
文
化
ホ
ー
ル
Ｉ
＆
Ｉ

♦
♦
♦

成
年
後
見
無
料
相
談

行
政
書
士
に
よ
る
成
年
後
見
制
度

に
基
づ
く
具
体
的
な
事
例
な
ど
の

相
談
。

４
月
11
日（
金
）午
後
１
時
～
４
時

市
川
公
民
館

☎
３
９
０・５
９
６
１
コ
ス
モ
ス
成

年
後
見
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
千
葉
県

支
部　
　
　

  （
地
域
福
祉
支
援
課
）

市
民
ス
ポ
ー
ツ
教
室

日時 場所・会場 対象・人数 費用・料金 持ち物 申し込み・応募 問い合わせ 行徳支所市役所講師講内容内

広報いちかわ　2014年（平成26年）4月5日　No.14937 支え合い

回
は
中
山
に
あ
る「
法
華

経
寺
」の
文
化
財
を
ご
紹

介
し
ま
す
。鎌
倉
時
代
創
立
で
関

東
三
大
寺
と
も
言
わ
れ
、全
国
的

に
有
名
な
名め

い

刹さ
つ

で
す
。開
祖・日

蓮
聖
人
に
ま
つ
わ
る
遺
品
を
日
本

一多
く
保
有
す
る
寺
で
あ
り
、境
内

の
建
物
も
文
化
財
ば
か
り
。な
ん

と
、市
内
の
指
定
文
化
財
の
４
分

の
１
が
こ
の
法
華
経
寺
に
集
中
し

て
い
ま
す
。見
ど
こ
ろ
が
多
す
ぎ

て
、こ
こ
で
は
書
き
き
れ
な
い
ほ

ど
。今
回
は
、建
造
物
数
点
に
絞
っ

て
ご
紹
介
し
ま
す
。

　
京
成
中
山
駅
を
出
て
参
道
を

進
ん
で
行
く
と
、木
々
の
間
か
ら

深
紅
の
塔
が
見
え
て
き
ま
す
。江

戸
時
代
初
期
に
建
て
ら
れ
た「
五

重
塔
」（
国
指
定
重
要
文
化
財
）で

す
。国
の
重
要
文
化
財
に
指
定
さ

れ
て
い
る
五
重
塔
は
県
下
で
こ
の

１
棟
の
み
。境
内
に
ひ
と
き
わ
高

く
そ
び
え
立
つ
、荘
厳
な
塔
で
す
。

　
次
に
目
に
入
る
の
は
、境
内
の

中
心
に
屹
立
す
る「
祖
師
堂
」（
国

指
定
重
要
文
化
財
）。日
蓮
聖
人

を
祭
る
巨
大
な
お
堂
で
、法
華
経

寺
の
本
堂
に
あ
た
り
ま
す
。屋
根

が
２
棟
あ
る
よ
う
に
見
え
ま
す

が
、実
は
こ
の
２
棟
は
別
々
の
１
棟

で
連
結
さ
れ
て
お
り
、真
上
か
ら

見
る
と
ア
ル
ファベッ
ト
の「
Ｈ
」の

よ
う
な
構
造
で
す
。こ
れ
を「
比ひ

翼よ
く

入い
り

母も

屋や

造づ
く

り
」と
い
い
、全
国

で
２
例
し
か
な
い
大
変
珍
し
い
も

の
で
す
。多
く
の
参
拝
者
を
受
け

入
れ
続
け
て
き
た
、優
美
で
ど
っ

し
り
と
落
ち
着
い
た
建
物
で
す
。

　
こ
の
２
棟
ほ
ど
有
名
で
は
あ
り

ま
せ
ん
が
、ぜ
ひ
見
て
欲
し
い
の
は

「
聖し

ょ
う

教ぎ
ょ
う

殿で
ん

」。境
内
の
奥
ま
で
階

段
を
登
って
い
く
と
突
如
現
れ
る

イ
ン
ド
風
の
建
物
で
、日
蓮
聖
人

の
遺
品
を
保
管
し
て
い
る
宝
物
庫

で
す
。国
宝
の「
立り

っ

正し
ょ
う

安あ
ん

国こ
く

論ろ
ん

」

な
ど
が
こ
の
中
に
納
め
ら
れ
て
い

ま
す
。こ
の「
聖
教
殿
」は
昭
和
６

年
建
造
、デ
ザ
イ
ン
は
著
名
な
建

築
家
の
伊
東
忠
太
に
よ
り
ま
す
。

指
定
文
化
財
で
は
な
い
も
の
の
、

独
特
の
雰
囲
気
を
持
つ
隠
れ
た

名
建
築
で
す
。

　
今
回
ご
紹
介
し
た
建
物
は
、ど

な
た
で
も
自
由
に
参
拝・見
学
で

き
ま
す
。法
華
経
寺
は
桜
の
名
所

で
も
あ
り
、ち
ょ
う
ど
こ
の
季
節

は
境
内
や
参
道
が
満
開
の
桜
で

溢
れ
ん
ば
か
り
。お
花
見
が
て

ら
、春
い
っ
ぱ
い
の
法
華
経
寺
を

訪
れ
て
、極
上
の
文
化
財
に
触
れ

て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

法ほ

華け

経き
ょ
う

寺じ

所
蔵
の
文
化
財

～
関
東
三
大
寺
の
至
宝
～

▲独特な雰囲気の聖教殿

⑬

口腔がん検診指定歯科医院（受診券兼予約票に同封）　 各回先着１,０００人
１次検診（問診・診察・結果説明）＝６００円、２次検診（必要な方に細胞診）＝６００

円（７０歳以上の方・千葉県後期高齢者医療被保険者・非課税世帯者は無料）
はがきに必要事項（６面上段参照）と生年月日を書き、保健センター歯科担当

（〒２７２-００２３南八幡４-１８-８）　
☎３７７-４５１１保健センター歯科担当

対象者 申し込み期間 受診期間

（平成２７年３月３１日時
点の年齢）３０歳以上

１回目 ６月３０日まで ８月３１日まで
２回目 ７月１日～９月３０日 ７月１日～１１月３０日
３回目 １０月１日～１２月２６日 １０月１日～平成２７年２月２８日

口
腔
が
ん
検
診

今

※テニスの申し込みは、往復はがきに必要事項（６面上段参照）、を書き飯塚和夫（〒２７２‐０８３２曽谷２‐２１‐６）

ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
イ
ー
ク
を
中
心
に
開
催
す
る
各
種
ス
ポ
ー
ツ
教
室
に
参
加
し

ま
せ
ん
か
。※
運
動
出
来
る
服
装
、運
動
靴（
室
内
の
場
合
は
上
履
き
）、飲

料
水
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。　　
　

☎
３
７
３・３
１
１
２
ス
ポ
ー
ツ
課

種目 日 時 場所 対象・その他 締め切り 問い合せ・申し込み先

ソフトテニス ５月  ３日（祝）
９:００～１３:００ スポーツセンター 小学３年生以上 なし（当日参加可） 藤枝☎３３８-４３４５

５月  ４日（祝）

バスケットボール ５月  ３日（祝）９:００～１6:００ 塩浜市民体育館 小学生（ボール持参）
４月２０（日）（先着２５０人）

（チーム単位での申込・当日
参加可）

清水☎３７０-１２４６

卓球 ５月  ３日（祝）９:３０～１２:３０ スポーツセンター 小学生以上（ラケット持参）

なし（当日参加可）

正木☎３３５-１９３３

陸上競技 ５月１０日（土）９:００～１２:００ スポーツセンター 小学性５年生以上～
高校生 永田☎０９０-８１１８-８１１３

バレーボール ５月  ５日（祝）９:００～１９:００ 塩浜市民体育館 小学生 田嶋☎３５８-０７６１
剣道 ４月２０日（日）９:００～１７:００ スポーツセンター 小学生（面着用者） ４月１５日（火）（当日参加可）浮谷☎０９０-１８４２-６５３２
フォークダンス ５月  ３日（祝）９:３０～１５:００ スポーツセンター 一般 なし（当日参加可） 松村☎３７１-９０５４
柔道 ５月  ３日（祝）１０:００～１２:００塩浜市民体育館 小学生 ４月３０日（水）（当日参加可）関口☎０９０-４６７５-９５５７
弓道 ６月２１日（土）１３:００～１５:００曽谷公民館 小学校４年生以上 なし（当日参加可） 髙野☎３３４-７１３１

テニス※
５月  ３日（祝）

９:００～１３:００ スポーツセンター
中学生以上
※参加費一般:１,５００円、
　中学生:５００円〈２回〉　

４月１９日（土）必着
(先着４５人） 飯塚☎３７１-２４５８

５月  ４日（祝）

バドミントン ５月  ５日（祝）１０:００～１５:００スポーツセンター 小学４年生以上 なし（当日参加可） 実川☎０９０-４６０５-３９９０

ユースホステル ５月１１日（日）７:００～ 長生郡白子町
一般
※参加費一般大人:４,０００円、
　子ども:２,０００円

４月１９日（土）
（当日参加不可） 宮崎☎０８０-５０２２-８７８１

フェンシング ５月  ３日（祝）１０:００～１２:００市川小学校 小学生以上 ５月２日（金）（当日参加可） 相田☎３７１-６７７９

空手 ５月２５日（日）９:００～１１:００ アンデルセン幼稚園
（堀之内１-９-１７） 小学生以上 ５月１７日（土）

（当日参加不可） 清水☎０９０-３２４０-７８６１

ソフトボール ５月１８日（日）９:００～１３:００ 原木公園 小学４年生以上
（グローブ持参） ５月１０日（土）（当日参加可）扇原☎３２７-６５６２

なぎなた ５月１１日（日）９:３０～１１:３０ 市川小学校 小学生以上 なし（当日参加可） 中馬☎０９０-８８７６-５６３５

ハンドボール ５月  ４日（祝）９:００～１６:００ スポーツセンター 小学生 ４月２６日（土）
（当日参加可）

八重盛（昭和学院）
☎３２３-４１７１

ゴルフ ５月  ５日（祝）１０:００～１５:３０中山ゴルフセンター
（本北方３-１１-６）

初級～中級１８歳以上
※１時間４人ずつ
※参加費１,０３０円

定員になり次第締め切り
（当日参加不可） 松丸☎０４７-３３８-６６３３

ボウリング ５月  ６日（火）９:００～１１:００ 本八幡スターレーン
（南八幡４-９-１）

市内在住の初心者、年齢
不問
※参加費１,０００円
　シューズ代実費負担

先着２０人 本八幡スターレーン
☎３７７-０１０１

アーチェリー ５月１１日（日）９:３０～１２:００ 曽谷公民館

小学校以上(身長１２５セン
チメートル以上・片手で４キ
ロの物を持ち上げられる力
のある方）
※参加費５００円

５月７日（水）
（先着２０人） 板橋☎０９０-３８００-７６７４

ゲートボール ５月  ６日（火）９:００～１７:００ スポーツセンター 市内在住・在学・在勤の一般４月２０日（日） 八町☎３３８-３５０２
ラグビーフットボール５月  ４日（祝）９:００～１２:００ 北方多目的運動広場 ３歳～１５歳

なし（当日参加可）

大口☎０９０-１０３９-６９３０
合気道 ５月  ３日（祝）１６:３０～１８:００スポーツセンター ６歳以上 野本☎０９０-４７１１-４１１４
ダンススポーツ ５月  ５日（祝）１３:００～１７:００スポーツセンター 一般 喜安☎０８０-５５０７-２１５９
インディアカ ４月  ６日（日）９:００～１６:００ 信篤市民体育館 一般 小鷹☎・ＦＡＸ３３９-６７６５

市
民
ス
ポ
ー
ツ
教
室



784億3‚300万円市税
59.8％

221億8‚033万円

国庫支出金
国からの補助金など
16.9％

72億8‚284万円

県支出金 5.6％
県からの補助金など

39億5‚330万円

市債 3.0％
国や金融機関などからの借入金

192億5‚053万円

その他
諸収入など
14.7％

歳入

560億9‚900万円

民生費
高齢者、

児童の福祉など
42.8％

186億3‚800万円

衛生費
医療、保健、ごみ処理など

14.2％

161億1‚400万円

総務費
文化振興や

情報化の推進など
12.3％

120億円

教育費 9.1％
学校、公民館や
図書館など

111億1‚800万円

土木費 8.5％
道路、河川、公園の整備など

89億4‚900万円

公債費
借入金の返済など
6.8％

81億8‚200万円

その他
消防費など
6.3％

歳出
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特集 2

一 般 会 計 ：	福祉や道路、教育など市の基本的な事業を行うた
めに設けられた会計。

特 別 会 計 ：	国民健康保険税などの特定の収入をもって、特
定の事業の費用に充てるため設けられた会計。

公営企業会計 ：	地方公共団体が経営する公益的な事業のため
に設けられた会計で、本市では病院事業会計が
該当します。

住
ん
で
よ
か
っ
た

住
み
続
け
た
い
街

を
つ
く
る
た
め
に

　

平
成
26
年
度
の一
般
会
計
当
初
予
算
総
額
は
、前
年
度
と

比
べ
３
．１
％
増
と
な
る
１
，３
１
１
億
円
と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、生
活
保
護
費
や
障
害
者
の
自
立
支
援
給
付
費
な

ど
の
扶
助
費
の
増
加
、予
防
接
種
の
公
費
助
成
の
拡
大
、消

費
税
増
税
に
対
応
し
た
国
の
臨
時
福
祉
給
付
金
に
関
わ
る

事
業
費
の
増
加
な
ど
に
よ
る
も
の
で
す
。

　

新
年
度
は
、未
来
へ
の
投
資
と
な
る
施
策
を
重
要
施
策
と

し
て
位
置
づ
け
、「
安
心
で
快
適
な
活
力
の
あ
る
街
」を
目
指

し
た
予
算
配
分
と
し
て
い
ま
す
。

☎
３
３
４・１
１
１
０
財
政
課

医療、保健、ごみ処理などに

39,727円（40,144円）

高齢者や児童福祉などに

119,576円（108,605円）

借入金の返済に

19,075円（19,897円）

学校や公民館、図書館などに

25,578円（29,696円） 文化振興や情報化推進などに

34,348円（33,915円）

消防・救急活動に

11,419円（11,146円）
道路・河川・公園の整備などに

23,698円（21,677円）

その他（議会関連経費など）

2,134円（2,165円）

産業振興などに

3,888円（3,980円）

●予算額を人口469,148人
　（平成25年12月末時点）で割って算出
　（　　）内は前年度金額

市民一人当たりの一般会計歳出予算額279,443円（271,225円）一 般 会 計

一 般 会 計 に お け る 歳 入・歳 出 の 内 訳

一般会計 1,311億円
（対前年度比3.1%増）

特別会計…………………881億9,800万円
（対前年度比6.8%増）

公営企業会計………………… 20億400万円
（対前年度比31.7%減）

全会計…………………… 2,213億200万円
（対前年度比4.1%増）

平成26年度当初予算
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618万円
　セミナー開催や起業相談、女性の
起業塾、事業計画コンテストや創業
時の資金支援など、女性起業家を支
援します。

　女性起業家支援事業新規

特集 2

安心な街づくり

こどもの姿

快適な街づくり

家庭・学校・地域の姿

活力のある街づくり

市川の教育の姿

59億3,605万円
　市街地における台風などによる浸
水被害の軽減のため、新設のポンプ
場や雨水管の整備を行い、浸水対
策を進めます。

　公共下水道整備雨水事業
597万円
　市民懇話会の開催や景観100選
の再選定などにより、景観の美しさを
共有することで、より一層愛着の持て
る「いちかわ」をつくります。 

　都市景観形成事業

962万円
　住宅用燃料電池など省エネ設備
の設置費用の一部を助成し、地球
温暖化対策や自立・分散型エネル
ギーの利用を進めます。

　住宅用省エネルギー設備
　導入促進事業

2,703万円
　住宅（戸建・分譲マンション）のバリ
アフリー、防災、省エネの改修工事
費用の一部を補助します。

　あんしん住宅推進事業

1,393万円
　地域ケアシステム活動拠点整備、
相談事業やサロン事業の支援など、
地域福祉コミュニティを充実します。

　地域ケアシステム推進事業

4億8,482万円
　待機児童解消のため、私立保育
園の新設などに対して経費の一部を
補助し、定員数の拡大を図ります。

　保育園整備計画事業

5,800万円
　天井や照明器具などの非構造
部材などの耐震改修を進めます。

　小・中学校、幼稚園
　耐震改修事業

2億506万円
　簡易保育園（認可外保育施設）
利用者へ補助金を支出し、保護者の
経済的負担を軽減します。

988万円
　子ども家庭総合支援センターに相
談員を配置し、児童虐待への対応を
行います。

　簡易保育園園児補助金

　児童虐待対策事業

233万円
　優れた技術を有する市内の中小
企業が国内大型展示場に共同出
展することで、販路拡大などを支援し
ます。

　企業・産業間連携支援事業

103万円
　スマートフォンやタブレット端末に不
慣れな高齢者向けの操作研修とし
て、新ＩＴ講習会の支援を行います。

14億4,762万円
　新たに７月から高齢者肺炎球菌と
10月に水痘の予防接種を実施し、
各種予防接種も継続します。

　情報化推進事業

　予防接種事業

1億714万円
　国分川調節池を都市部に残る貴
重な空間として、正常時の活用を図
り、自然とふれあえる憩いの場を造る
ため、多目的広場や駐車場などの整
備を行います。

　国分川調節池上部活用事業

産業振興の充実

魅力ある街づくり

教育環境の整備

女性の社会進出促進

環境問題への取組み

安心な住環境の確保

都市基盤の整備

文化・スポーツ振興

健康づくり

防災対策

学力の向上

高齢者の暮らしの安心対策

美しい景観づくり

教育力の向上

子ども・子育て支援

550万円
　北東部地区のスポーツ施設整備
に関わるスポーツタウン構想を策定し
ます。

　スポーツ施設整備計画事業新規

991万円
　全小・中学校において、退職教員や
大学生及び地域人材を活用して、放課
後や長期休業中に補習を実施します。

　校内塾・まなびくらぶ事業新規

新規

156万円
　地域のみなさんの学校支援活
動を円滑にするため、学校支援
コーディネーターを増員します。

　コミュニティサポート事業拡大

拡大 拡大

拡大

2億3,646万円
　平成28年9月の開館を目指し、施
設の設計と解体工事を行います。

　市民会館建替事業新規

680万円
　オープンガーデンやコンテストを通
して市民交流の実現と促進を図ると
ともに、花づくりやボランティア活動に
市民や事業者などとの協働で取り組
むことにより、住んでみたい、住み続け
たいと思える街づくりを行います。

　ガーデニング・シティ 
　いちかわ事業

9億6,396万円
　早期に整備を行うことで、周辺道
路の渋滞緩和など都市基盤の向上
を図ります。

　都市計画道路３・４・１８号
　整備事業

施 政 方 針 に 基 づく新 年 度 の 主 な 事 業

教 育 行 政 運 営 方 針 に 基 づく新 年 度 の 主 な 事 業
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 講座・催し
♦♦♦
文化の広場サークル展「切り絵ギャラリー」

４月８日（火）～12日（土）午前10時～午後
５時

八幡市民談話室
☎３００-８０２０文化振興課

♦♦♦
グリーンシアター

４月12日（土）午後２時（開場は30分前）
「若草物語」（１９４９年／アメリカ映画／

実写作品／カラー／有声／字幕・１２２分）
メディアパーク市川グリーンスタジオ
先着２２０人
☎３２０-３３３４文学ミュージアム（月曜日休館）

♦♦♦
デジタル写真加工講座
パソコンを使って、デジタルカメラで撮影した
写真を、より素敵に仕上げます。

４月17日（木）～20日（日）午後１時30分～
４時

メディアパーク市川文学ミュージアム
市内在住・在勤・在学の中学生以上の

方、各日８人
１,０００円
☎３２０-３３３４文学ミュージアム（月曜日休館）

♦♦♦
脚本家水木洋子の世界

４月26日（土）午後１時
映画「氷点」（山本薩夫監督）、森下辰衛

氏の講演。
メディアパーク市川グリーンスタジオ
抽選で２２０人
往復はがき（１枚２人まで）に必要事項（６

面上段参照）を書き、４月16日（水）必着で文
学ミュージアム「水木洋子イベント」係

（〒２７２-００１５鬼高１-１-４）※締め切り後、
定員に余裕がある場合は電話で受け付け。

☎３２０-３３３４文学ミュージアム（月曜日休館）

♦♦♦
文学ミュージアム企画展

「歌人・平安朝文学研究者神作光一の
ひもとく和歌の世界」関連イベント

「神作光一さんの世界」と題し、秋葉四郎氏
による講演会を行います。

５月24日（土）午後２時～３時30分
メディアパーク市川グリーンスタジオ
抽選で２２０人
一般３００円、65歳以上２４０円、高校生・

大学生１５０円、中学生以下・障害者（付き
添い１人）※神作展の観覧券（観覧済み可）
が必要です。※団体割引あり

往復はがき（１枚２人まで）に必要事項（６
面上段参照）を書き、５月２日（金）必着で文
学ミュージアム「神作光一展」関連イベント
係（〒２７２-００１５鬼高１-１-４）※締め切り
後、定員に余裕がある場合は電話で受け
付け。

☎３２０-３３３４文学ミュージアム（月曜日
休館）
♦♦♦
博物館友の会「拓本事始め」
初心者講習会
拓本採拓用具の墨とタンポを作り、採拓版
で室内採拓を行います。

４月20日（日）午前10時～午後３時30分
歴史博物館
１,６００円（材料費など）
はがき（１人１枚）に必要事項（６面上段参

照）を書き、４月12日（土）まで（消印有効）に
歴史博物館（〒２７２-０８３７堀之内２-27-１）

☎０９０-９２３１-４３８３博物館友の会
（歴史博物館）

♦♦♦
市川歴史カレッジ

「歴史・民俗・自然を体系的に学ぶ」
市川の歴史・民俗・自然を２年間にわたって
体系的に学ぶ「第９期市川歴史カレッジ」を
開校します。考古博物館・歴史博物館・自然

博物館の学芸員が講師を務め、実物資料
などを用いるなど、各博物館の特色を生かし
た講座です。※現地見学会や特別講師に
よる講演会もあります（通常日程が変更にな
る場合あり）。

５月10日（土）～平成28年３月12日（土）ま
での２年間、毎月第２土曜日午後１時～４時

（４月・８月は休講）
歴史博物館他
受講が初めてで健康な方、抽選で50人
年１,０００円（資料代など。交通費は自己

負担）、別途テキスト必要（「図説市川の歴
史」１,３００円）

往復はがき（１枚１人）に必要事項（６面上
段参照）を書き、４月15日（火）まで（消印有効）
に考古博物館（〒２７２-０８３７堀之内２-26-
１）

☎３７３-２２０２考古博物館
♦♦♦
市民環境講座

「万葉集の時代から、この先へ」
手児奈霊神堂から３キロメートル程度の散
策で、春を感じる自然観察会を開催します。

４月13日（日）午後１時30分～３時30分
手児奈霊神堂及びその周辺
先着20人
☎３２０-３９７６環境政策課

♦♦♦
ボランティアガイド
市川案内人の会によるウォーキング

「梨の花を訪ねて」
事前申し込み不要。当日直接集合場所へ。
コース（約８キロメートル） 北総線大町駅（集
合）→梨街道→梨畑→少年自然の家→観
賞植物園→動物園（昼食）→駒形大神社
→梨畑→小川再生親子ふれあい農園→
天満天神宮→ＪＲ市川大野駅

４月16日（水）午前10時～午後３時※小
雨決行

４３０円（市内在住の65歳以上の方は証

明証持参で無料）
昼食、飲み物
☎３３４-５７１０ボランティアガイド市川案

内人の会　　　　　  （観光交流推進課）
♦♦♦
季節を感じる散策会「春の雑木林」
堀之内貝塚公園をゆっくりと散策しながら、
カントウタンポポなどの花が咲く春の雑木林
の風景を楽しみます。

４月20日（日）午前10時（歴史博物館集
合）～11時30分※荒天中止

☎３３９-０４７７自然博物館
♦♦♦
博物館友の会「寺院勉強会及び見学会」
市内の寺院の歴史的特性について学んだ
後、化学療法研究所付属病院にある恩賜
館を見学します。

４月27日（日）勉強会＝午前10時～11時
30分、見学会＝正午～午後１時

歴史博物館
３００円
往復はがきに必要事項（６面上段参照）

を書き、４月20日（日）まで（消印有効）に歴史
博物館（〒２７２-０８３７堀之内２-27-１）

☎０９０-９２３１-４３８３博物館友の会
（歴史博物館）

♦♦♦
博物館友の会見学会

「国府台寺町の歴史を歩く」
国府台５丁目にある、泉養寺、回向院、西棲
院、根本寺、即随寺、中原寺を見学します。
小雨決行、徒歩約３キロ。

５月11日（日）午前８時（ＪＲ市川駅改札口
前集合）～正午

６００円（資料代）
往復はがきに必要事項（６面上段参照）

を書き、４月25日（金）まで（消印有効）に歴史
博物館（〒２７２-０８３７堀之内２-27-１）

☎０９０-９２３１-４３８３博物館友の会
（歴史博物館）

「まちなかガーデニングフェスタ２０１４春」陽春の庭
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４月19日土・20日日 午前10時～午後４時
※５月17日（土）〜18日（日）には「初夏の庭」を開催します。
※時間は各会場によって異なります。詳細はパンフレットまたは市公式Ｗｅｂ

サイトをご覧ください。

パンフレット配布場所 市内の各公民館、市役所、行徳支所、大
柏出張所、市川駅行政サービスセンター、南行徳市民センター、
いちかわ観光・物産案内所、メディアパーク市川、シャポー市川、
シャポー本八幡

☎７０４‐０００３まち並み景観整備課

○車での見学不可（車で来場の場合は見学をお断りす
ることがあります）。近隣の迷惑となりますので路上
駐車はおやめください。

○公開時間を守り、公開されている場所以外に立ち入
らないようにしましょう。

○ごみは持ち帰りましょう。家屋内トイレなどプライベート
な場所には入れません。

○大切に育てた草花です。庭のものには許可なく触れ
ないようにしましょう。

○近隣の迷惑とならないよう静かに鑑賞し、庭内で子ど
もやペットを遊ばせないようにしましょう。

　丹精込めた庭や花壇が公開されるオープンガーデ
ンを開催します。うららかな春の陽のもと、ゆったりと歩
けば、見慣れた街にも美しい草花が咲く素敵な景色に
出会えます。春爛漫の庭を訪ねに、お出かけください。

参加者名 場所 公開日時

シャポー本八幡
（フラワーコンテスト開催）

八幡2-17-1
2階

「リトルマーメイド」前

投票期間 
4月16日（水）～18日（金）
午前5時〜午前０時 
4月19日（土）
午前5時〜午後6時
結果発表 
4月20日（日）
正午〜午後6時

シャポー市川
（フラワーコンテスト開催）

市川1-1-1
地下1階
イベント広場

投票期間
4月18日（金）
正午〜午後9時
19日（土）
午前10時〜午後9時
結果発表
4月20日（日）
正午〜午後6時 

ハイタウン塩浜第一
住宅管理組合花クラブ 塩浜4-2 4月19日（土）・20日（日）

午前10時～午後3時

話飲茶屋つぎはし 真間4-7-23 4月19日（土）・20日（日）
午前9時～午後4時

小川宅 真間4-2-8
4月19日（土）・20日（日）
午前10時～午後4時市川いきいき

ふれあい国分 国分2-8-14

小林宅 国分4-1-24

4月20日（日）
正午〜午後４時
※4月19日（土）は外から
ご覧いただけます。

参加者名 場所 公開日時

玉木宅 新田4-17-3

4月19日（土）・20日（日）
午前10時～午後4時

ファミリーケア
市川新田
さくら物語

新田3-26-12

サウンドビュー
音楽教室 八幡2-1-7

皆川宅 鬼越1-28-6

花の道クラブ 若宮1-12-2
オアシス

平山宅 若宮3-8-12

加藤宅 北方3-25-25

髙木宅 本北方1-41-12
ペルスネージュ101

百合専科 
湯浅花園 北方町4-1939-4

ダイゼン 奉免町146

金﨑宅、梨風苑
ガーデニング
サークル

金﨑宅：大野町2-661
大野公園:大野町2-661-9
濱崎宅:大野町2-661-12

末広花クラブ 末広1-4東沖公園

わんぱくの
森の会

大町71
（大町小学校裏）

4月19日（土）
午前10時～午後2時

行徳小学校 富浜1-1-40 4月19日（土）
午前10時～午後4時

まちなか あちこち笑 顔も話も花 が咲く

マナーを
守って
楽しく鑑賞
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訂正 本紙３月１５日号２面「４月の市民相談」の
建築行政に誤りがありました。お詫びして
訂正します。

誤
開発指導課☎７０４-０２７６/原則水曜日/午前
９時～午後５時　

正
建築指導課☎３３４-１４３４/毎週月・水・金曜日
/午前９時～午後５時１５分（受付午後４時３０
分まで）

●第5回松声会書展/4月3日（木）～6日（日）午前
10時～午後5時（6日は午後4時まで）/芳澤ガーデ
ンギャラリー/松声会書展千葉有志/☎431-6837
小川（夜間）
●シニアのピアノ体験会と仲間募集/4月8日

（火）･15日（火）･22日（火）午後2時30分～3時
30分（全3回）/若宮公民館/ソナチネクラブ/☎
332-3455小畑
●実用書道美文字体験無料講座/4月11日（金）
･18日（金）午前10時～正午/市川駅南公民館/実
用書道クラブ/☎377-2504浜野（昼間）
●ハナエ舞踊グループカトレアの会/4月12日

（土）午前11時30分～午後4時/文化会館/ハナ
エ舞踊発表会/☎379-1648笈川
●茶道文化を楽しく学ぶ会 要予約/4月13日

（日）･27日（日）午前9時～午後5時/文化会館/
月2回5,000円/市川市茶道会（古淡会）/☎372-
8751泉澤（昼間）
●アール・ボタニカ植物画展/4月18日（金）～24
日（木）午前9時～午後9時/アイ・リンクタウン展望
施設/アール・ボタニカ/☎372ｰ6734神代（夜間）

30周年記念公演マジックショー/4月19日
（土）午後2時～4時15分/メディアパーク市川/ウ
エスタン･マジッククラブ市川/☎338-1256今野
●第71回千葉落語同好会発表会/4月19日（土）
午後2時～4時40分/文化会館/千葉落語同好会
/☎090-6141-4489金子
●行徳ペンフレンドクラブ バザー/4月20日（日）
午前10時～午後2時/白妙公園/行徳ペンフレンド
クラブ/☎396-3575吉原
●春のダンスパーティー/4月20日（日）午後1時
30分～4時30分/行徳公民館/1,000円/社交ダ
ンスサークル プロムナード/☎396-4037中津川
●BMS 第21回 定期演奏会/4月20日（日）午後
2時～4時30分/文化会館/ブラスムジークシュベル
マー/☎080-4346-6419渡邉

弾いてみよう！キーボードで唱歌/4月21日
（月）午前11時～正午/信篤公民館/1,000円/
歌のボランティアいちかわシャンテ/☎090-5183-

1783冨永
●彩の会 絵画展/4月22日（火）～27日（日）午前
10時～午後6時/八幡市民談話室/彩の会/☎
371-2712廣江
●かな書道無料講習会（事前申込要）/4月23日

（水）午後1時～2時30分/文化会館/水声書道
協会/☎335-5433大貫
●相続･成年後見 やすらぎサロン/4月26日（土）
午前10時～正午/八幡市民談話室/NPO法人相
続･成年後見相談センターとらすと/☎090-6791-
0595工藤
●新生くろまつダンスパーティー/4月27日（日）
午後1時30分～4時20分/行徳公民館/1,200
円/新生くろまつダンスサークル/☎356-7708大森

（昼間）
●親睦ダンスパーティー/4月27日（日）午後1
時30分～4時30分/文化会館/1,500円（前売
1,200円）/アマポーラ/☎090-4019-0895菊地
●バードウオッチング/4月29日（祝）午前10時～
正午/小塚山市民の森あずまや付近集合/北国分
外環対策協議会/☎372-8936越田
●親睦ダンスパーティー/4月29日（祝）午後1時
～4時/信篤体育館/1,200円（前売1,000円）/市
民ダンスの会/☎090-9345-5202小野（昼間）
●昭和の日ダンスパーティー/4月29日（祝）午後
2時～5時/南行徳市民センター/1,000円/リバー
ス/☎090-2155-6206大島
●第6回フォト･じゅんさい写真展/5月1日（木）
～6日（火）午前9時～午後5時/八幡市民談話室/
フォト･じゅんさい/☎090-7404-5824松本
●五月のそよ風FlVcHp名曲集/5月4日（祝）
午後4時～5時30分/文学ミュージアム/スタジオ･
ミューズ/☎336-3001黒田
●第4回 油絵獅子友会展/5月8日（木）～11日

（日）午前10時～午後7時/八幡市民談話室/油
絵獅子友会/☎339-4324鈴木
●木版画制作入門体験講座人員5名/5月10日

（土）～6月28日（土）午前10時～正午（全4回）/
行徳公民館/500円/市川木版画クラブ/☎357-
9417田上（昼間）

語学・教育
●始めよう！やさしい日常英会話/月4回火曜日
午後1時～3時30分/曽谷公民館/月3,500円/コ
スモス英会話/☎366-2573吉村
●桐壺から源氏物語をよむ/月2回第2･4金曜日
午後1時～3時/男女共同参画センター/月2,000
円/初歩からの源氏物語/☎090-8500-6374真
上
●初級中国語講座 4月20日開講/月4回日曜日
午前10時～11時30分/八幡市民談話室/入会金
1,000円、月3,500円/初級中国語講座/☎377-
9177中林（夜間）
●ネイティブとの楽しい日常英会話/月4回火
曜日午前10時～正午/曽谷公民館/月3,500円/
ROSE英会話/☎371-6884日向

●古事記に親しむ会 月例講座/月1回第2木曜日
午後7時～8時30分/市民会館/1回1,000円（高
校生以下無料）/市川「古事記」に親しむ会/☎
337-0676宇野
●英会話/月4回水曜日午後1時30分～3時/行
徳公民館/月5,000円/ハローイングリッシュ/☎
397-0578川崎
●興味津々中国事情 初級中国語/月3回水曜日
午後7時～8時30分/信篤公民館/月3,000円/中
国語サークル/☎090-6652-4319諏訪（昼間）
●歎異抄の勉強会/月1回第3火曜日午後1時～4
時/八幡市民談話室/月500円/歎異抄に学ぶ会/
☎370-5971鎌田
●中国語会話 初級～中級/毎週日曜日午後5時
30分～7時/八幡市民談話室/入会金1,000円、
月4,000円/楽しく学ぼう中国語/☎090-6500-
9915宮下（夜間）

スポーツ・健康
●太極拳で健康を！夜の時間有効に/月4回木曜
日午後7時～8時40分/行徳公民館/月1,000円/
日本健康太極拳 木曜会/☎376-4305小牧
●ダーツを楽しむ/月2回第1･3水曜日午後1時
～3時30分/本行徳公民館/1回500円/市川ダー
ツクラブ/☎080-4378-2003北村
●練功十八法/月3回第1～3水曜日午後3時～5
時/菅野公民館/月1,500円/練功十八法を楽しむ
会/☎322-9171富樫（夜間）
●健康太極拳/毎週木曜日午後1時30分～3時
30分/西部公民館/月3,000円/西部健康太極拳
/☎372-5995矢嶋（夜間）
●気功･太極拳 初心者歓迎/毎週水曜日午後1
時～3時/文化会館/入会金2,000円、1回900円
/本八幡太極拳倶楽部/☎393-0769堀
●ほぐしを中心にしたヨガ/月2回第1･3水曜日
午後2時～3時30分/市川駅南公民館/月2,000
円/駅南ヨガサークル/☎379-0972藤原
●体操を通じて仲間との交流を図る/月4回木
曜日午前10時～正午/幸公民館/月2,000円/健
幸会/☎395-6902一條

舞踊・ダンス
●市民フォークダンス初心者講習会/月3回第1
～3月曜日午後1時～3時30分/スポーツセンター
/月1,500円/市川市フォークダンス協会/☎371-
9054松村
●社交ダンス/月3回水曜日午後3時～6時/男女
共同参画センター/入会金1,000円、月2,000円/
オレンジ/☎371-7023対馬（昼間）
●民踊舞踊 60歳以上/月4回水曜日午後1時～
4時/市川地域ふれあい館/月1,000円/第1二録
会/☎324-7062関根
●フラダンス/毎週日曜日午前10時～正午/南
行徳市民談話室/1回1,000円/フラ･オ･カレイマヌ

（ジョージ･ナオペ一族）/☎090-7245-4687白石

音楽・芸能
●ピアノレッスン/月2回水曜日午後5時～9時/
市川公民館/月2,600円/ブルーカナリア/☎373-

0230増田（昼間）
●観世流謡曲60歳以上多少経験有/月2回第
1･3水曜日午前10時～正午/いきいきセンター北
方/月1,000円/北謡会/☎322-1760大石
●カラオケ 演歌･抒情歌/月2回第1･3日曜日午
後1時～4時/鬼高公民館/月1,000円/カラオケ幸
/☎376-5239加藤（夜間）
●箏の練習と合奏/月2回第1･3木曜日午後1時
～4時/市川駅南公民館/月4,000円/箏グループ
優/☎322-5839木戸（昼間）

書道・絵画
●児童絵画/月3回水曜日午後3時30分～7時
/行徳公民館/月3,500円/アトリエ麦/☎090-
9536-7649鶴田（昼間）
●篆刻及び基本書道/月2回第2･4水曜日午後1
時～3時30分/東部公民館/月1,000円/篆刻クラ
ブ/☎372-4976堀内（夜間）
●書道/月2回第1･3金曜日午前10時～正午/勤
労福祉センター分館/月1,500円/書道クラブ/☎
080-1097-0518森本
●水彩油絵パステルデッサン等/月3回第2～4
金曜日午後1時30分～5時/行徳公民館/入会金
1,000円、月3,000円/デッサン若竹/☎399-3254
黒田

その他
●パン作り/月1回第1月曜日午前9時30分～午
後1時/柏井公民館/1回1,500円/ふんわりパン
サークル/☎337-6170橋本（昼間）
●親の育ち方･子の育て方/月1回第2金曜日午
前10時～午後1時/八幡市民談話室/月500円/
プレ･マタニティ/☎324-5240高木（夜間）
●将棋研修/毎週月曜日午後1時～5時/市川駅
南公民館/月750円/大洲将棋同好会/☎376-
9492江野澤
●作陶を楽しむ 初心者大歓迎/月2回第1･3月曜
日午後1時～4時/市川駅南公民館/月2,000円/
市川陶芸朋友会/☎324-9578大野（昼間）
●着衣及び小物のあみもの/月1回第3木曜日午
後1時～4時/八幡市民談話室/月1,000円/アイ
ビークラブ/☎332-1041北村（昼間）
●てまりの伝承/月2回第1･3水曜日午前9時～
正午/八幡市民談話室/1回1,500円/てまり研究
会/☎379-1616斉藤
●囲碁 初級歓迎･60歳以上/毎日（休館日除く）
午後1時～5時/西部公民館/月300円（年会費
制）/西部碁友会/☎373-5076髙橋（夜間）

…1％支援制度の支援対象事業

日時 場所・会場 対象・人数 費用・料金 持ち物 申し込み・応募 問い合わせ 行徳支所市役所講師講内容内
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4
月
27
日（
日
）午
後
1
時（
開
場
は
30

分
前
）～
3
時
30
分

メ
デ
ィ
ア
パ
ー
ク
市
川
第
２
研
修
室

抽
選
で
70
人　

往
復
は
が
き
に
必
要
事
項（
6
面
上
段

参
照
、１
人
１
枚
）を
書
き
、４
月
13
日（
日
）

必
着
で
文
学
ミ
ュー
ジ
ア
ム
4
月
講
演
会
担

当（
〒
２
７
２・０
０
１
５
鬼
高
１
の
１
の
４
）

5
月
3
日（
祝
）午
後
2
時
30
分（
開
場

は
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分
前
）～
4
時
30
分

メ
デ
ィ
ア
パ
ー
ク
市
川
グ
リ
ー
ン
ス
タ
ジ
オ

先
着
２
２
０
人

☎
３
２
０・３
３
３
４（
月
曜
日
休
館
）文

学
ミ
ュー
ジ
ア
ム

日
比
恆
明
氏
に
よ
る

「
玉
の
井
の
街
を
地
図
と
証
言
で
考
証
」の
講
演
。

山
本
高
樹
氏
に
よ
る「
荷
風
の
い
る
風
景
」、

寺
島
玄
氏
に
よ
る「
荷
風
と
源
氏
物
語
」の
ト
ー
ク
。



 〈広報広聴課〉

4月5日（土）〜11日（金） 4月12日（土）〜18日（金）

特集 特集市 制 施 行 8 0 周 年 記 念 番 組 新 規 事 業 ①

いちかわエフエム
83.0MHz「いちかわイブニングインフォメーション」
毎日午後6時30分〜35分（5分間）

JCN市川（CATV）

デジタル11ch 「マイタウンいちかわ」
「マイタウンいちかわ」のバックナンバーは、

 市公式Ｗｅｂサイト「インターネット放送局」でご覧になれます。

10：00 12：30
19:00 22：00

放送
時間

市川市住民基本台帳人口（2月28日現在） ▶ 469,341人　男 238,805人  女 230,536人  224,468世帯

市川市メール
情報配信サービス
市川市メール
情報配信サービス
　下記の方法で登録いただくと、市の災
害時の緊急情報等を知ることができます。

info@city.ichikawa.chiba.jp
または下記のQRコードから空メールを送
信し、送られてくる
メールに記載されて
いるURLをクリックし
てください。配信項
目は、登録後に変更
できます。メールの
受信には通信料がかかります。

☎３３４-１１０６広報広聴課

緊急情報が登録先に広告
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市公式フェイスブックに掲載した
市内の話題・出来事をお届けします。

市公式フェイスブックで よりタイムリーな情報を
https://www.facebook.com/city.ichikawaトピックス

３,７４７人（3月26日現在）

〈広報広聴課〉

市川市役所フェイスブック 検索

　４月と言うと、新年度や新学期、新入
社員など、何かと「新」の文字が付きま
すね。この時期は別れと出会いの季節
で、広報広聴課では２人の職員が異動
し、新たに２人が着任しました。

　異動は職場の空気を変えるといいま
すが、お勤めをされているみなさんの
職場ではいかがでしたか。
　この記事を書いている私は、既に７
年目の春を迎え、最も古株となりまし

たが、ベテランの味を出しながらも、
チャレンジとチェンジを目指し、「新」の
気持ちを忘れることなく、突き進んで
行きます。

広
報

　市川3丁目第一町会が所蔵する武内宿
禰の山車人形が、３月５日から１２日まで市
川駅南口のアイ・リンクタウン展望施設で
公開されました。連日にぎわい、１,５００人以
上の方が観賞しました。
　この作品は、約２メートルの大きさで、江
戸時代末期～明治期に名工と語られた人
形師・横山朝之が明治２８年に制作したも
のです。横山朝之の山車人形は、関東で
数体しか現存していません。

　２月１６日、勤労福祉セン
ター本館で魚のさばき方教
室が行われました。
　市内鮮魚店の方の指導
のもとで、アジやイカをさばい
た参加者のみなさん。はじめ
は何だか手つきが、という光
景もありましたが、２匹目には
みなさん上手にさばいていま
した。
　「この部分はこうして食べ
るとおいしい」など、鮮魚店の
方ならではのお話しもあり、和
気あいあいでした。

武
た け の う ち の す く ね

内宿禰の
山車人形を公開

魚をさばいたこと、ありますか 2月16日

　中央図書館で３月１日から
「美しい本－本を支える技術
の数々－」というテーマで特
集展示が始まりました。
　編集や印刷、装丁や製本
など本づくりに関わる様 な々
技術や進化を知ることで、本
の新たな魅力を再確認して
いただける内容です。展示
コーナーの本は貸し出しもし
ています。
※期間は４月２９日（祝）までで
す。

本の特集展示
「美しい本－本を支える技術の数々－」

3月6日

　市川市立第二中学校では、東日本
大震災の発災後、「二中版トモダチ作
戦」として被災地の中学校との交流を続
けています。
　今回は、「市川のことをもっと知ってほ

しい」との思いから、市川ゆかりの井上ひ
さし氏の小説「ドン松五郎の生活」と、星
野道夫氏の写真集を送りました。
　被災地を忘れない気持ちは、生徒た
ちに今も受け継がれています。

今、私ができること 3月24日

3月4日


